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心 の 糧

愛 の 力

デ ル バ ー ト・Ｌ・ス テ イ プ レー

聖典 は私 たちに神は愛 である と教 え

て いる。 愛は神が私 たちに与 え，私 た

ちが神に与 える ことが できる ものの中

で最：もすば らしい ものである。神へ の

愛 を示 す真 の尺度 は，尺度を越えて神

を愛 する ことで ある。神 は， 「そのひ

とり子 を世 につか わ し，彼 によってわ

た したちを 生 きるよ うに して 下 さっ

た」 ことによって私た ちに対す る愛を

明 らか にされたのであ る。 （エヨハ ネ

４ ：９参照）

永遠 の父 なる神 とその御子の問の愛

は父親た ちと息子たちの間にあ る愛 と

同 じもので あった。そのよ うな愛が，

私た ちの受けた り与えた りす る能力 を

はるか に越 えた ものであ る， と思 って

はな らな い。私 た ちは救い主 が示 され

た完 全な愛に匹敵 する愛 を持 つ ことは

で きないか も知れない。 なぜ な らキ リ

ス トは神 がお与 えにな った特質 を体現

された方 だか らである。 しか しこれ は

私 た ちすべてが努力 して求 めなければ

な らない 目標 であ る。

今 の世で一番必要 とされてい ること

は人が心 に愛 を抱 き主 の御 旨に従順 に

な ることによ って神 に立 ち返 り，愚か

な行ないや問題 をな くす ことで ある。

愛 な くして は この世 は混乱 し続 けるで

あろ うし，罪 と邪悪 にふ けり，正義の

神 の裁 きが世 に下 るときまで悪化 の一

途 をたどるで あろう。 すべての悪 事，

不正，わず らいや悲 しみそ して犯 罪な

どをいやす ものは愛一 この一語 に尽

きるのであ る。

愛は， もしそれが 正 しい方法で用い

られ るな らば，世 の人 々を平和 と理解

の うちに一致結束 させ るであ ろう。

今 日，幸福で喜び に満 ちた人生 の要

素 であって最 も無視 され踏み に じられ

て いるのは 「愛」 とい う言葉 であ る。

もしも・イエスが実際に行なわれ推奨

され た優 しくて深遠 な， 思いや りにみ

ちた愛が皆の心 に満 ち満 ち るな ら，人

間社会の最 も崇高な理想 や信頼が理解

され， この世 を天 の王 国にす るのに欠

けてい るものは何 もな くな る で あ ろ

う。愛 はま さに地上 の天 国で ある。従

って，か なたにある天国 は，愛が なけれ

ば天国ではあ りえな くな るで あろ う。

使徒 パウ ロは愛を，すべてを完全に

結 ぶ帯 と呼 んだ。愛 は古 くて新 しいも

のであ り，かつ愛の偉大 な戒めは律 法

を全 うす る もので ある。

愛 は，気 の合 った両親が子供 た ちに

心 をこめた世話や温かい愛情 を示す こ

とによ り家庭で は ぐくまれてい く。両

親 は息子や娘たちの愛 と信頼 を求 めな

が ら思いや りと理解 の心を持 って接 し

また子供た ちの幸福について も関心 や

福祉を示すのであ る。使徒 パ ウロは次

の ような賢明な忠告を与 え て い る。

「も しあ る人 が， その親族 を， ことに

自分の家族 をかえ り見 ない場合 には，

その信仰を捨 てた ことになるので あっ

て，不信者以上 にわるい。」 （１テモテ

５ ；８）

私 はひたむ きに子を愛 した母 親であ

るデ ビデ ィナ ・ベ イ リー姉妹が 自分の

子供 たちの将来 の世話，福祉，導 きや

幸福 につ いて瞑想 して得た証を一部紹

介 したい。彼女 は１９７０年 ７月 に この世

を去 ったが， これ はその１６年前 に書か

れた ものであ り，子供 を心か ら愛す る

母親 の最 もす ば らしい贈物で ある。

「私 はよ く眠れ るた ちなのに
，今宵

はいつ にな く目が さえて，ねつかれぬ

まま横 にな ってい る。私 は子供 たちに

この言葉を残 してい きたい。 もしおま

えた ちが私を愛す るな ら，私 のために

神の戒 めを守 りな さい。 もし私 を愛 し

ていないな らおまえたち自身 のために

そ うしなさい。 おまえた ちの お父 さん

とお母 さんがたとえどん な栄光に至 ろ

うと も，私 はおまえ たちと一緒 にいた

いのだか ら。

私 はおまえた ちに命 じる。 た とえ私

が ここにいな くな って， この世で おま

えた ちの世話 を してあげ ることが でき

な くな って も，決 して この福音か ら離

れてはいけない。 お互 いにねたんで は

いけない。私 はおまえたちひ とりび と

りをみな同 じよ うに愛 してい るのだか

ら。私 はおまえたちみん なに公平であ

るよ うつとめてきた。互い に責め合 っ

てはいけない。 この世の楽 しみを追い

求 めて はな らない。サ タンとその使い

たちの力を警戒 しな さい。彼 らの力は

大 き くゆるがせ にで きない。私 がおま

え たち全部を愛 してい ることをいつ も

思 い出 していな さい。 おまえたちは神

の霊の子供 た ちなのです。 おまえたち

の お父 さん と私 が この現世で親 として

おまえたちを世話 す る責任 を受 けてい

るよ うに，永遠 の世界で もう一度家族

と して共 に生活 する ことがで きるので

す。

神が私 たち両親 に，子供た ちの幸福

と福祉 と世話 を上手 に計画す るにあた

って，愛 と知恵 と正 しい判断を祝福 さ

れ ます よ うに。

ど うか子供 たちが正 しく生活 し，真

理 を愛 し，善い行ないをす るよ う助 け

る ことがで きますよ うに。

神が若 人たちを祝福 し，愛 にみちた

模範的な両親の賢明な教 えに従 い，理

解 し合いむつま じく， 安 らかに生活 す

ることがで きますよ うに。」
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今月の表紙

……野の花がどうして育 っているか，考えて見るがよい。働

きもせず，紡ぎもしない。 しかし，あなたがたに言うが，栄華

をきわめた時のソロモンでさえ，この花の一つほどにも着飾っ

てはいなかった……だから何を食べようか，何を飲 もうか，あ

るいは何を着ようかと言 って思いわずらうな。（マタイ ６：２８，

２９，３１）

バプテスマのヨハネは，野の花のように天父から衣食を与え

られた。また自分自身の思いわずらいを捨てて，イエス ・キリ

ス トのために道を備える荒野で呼ばわる声 となったのである。

しか しそのように宣べ伝えるヨハネには，生命をつなぐに必要

なものが与えられる。衣食に対する思いわず らいを微塵も持た

．なか った。 しかしヨハネには，着物として毛ごろもが，また食

物豊していなごと野蜜が与えられた。その上 ヨハネは自然から

学び，さらに救い主の道を備えるにあたって，霊的な恵みが撰

けられたのであった。

ローカル編集

今月号のレタリング

高木ま．りゑ

平井 美秋

（東京第 ３ワー ド部）

聖 徒 の 道 ７ 月 号

発 行 所 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

東 京 都 港 区南 麻 布 ５－ ８－ １０

配 送 東 京 デ ィ ス トリビ ュー シ ョン ・セ ン ター

東 京 都 港 区 南 麻 布 ５－ １０－２５

定 価 年 間予 約 １，３００円 ．１部 １３０円

｛

」
．１

２８９



感 謝 を 神 に さ さ げ ん

予 言 者 の 導 き

教会の指導者たちを支持する特権

卜

いかな る舞台 といえ ども， この末 日

に教会が くり広げた数々の歴史的な場

面 に匹敵す るほど著 しく興味を引 きお

こし，か つ重要な場面を上演 した もの

はないで あろう。舞台 はニューヨーク

に始 ま り， オハイオ， ミズ ー リ，イ リ

ノイ， そ して ユタへ と移 って来た。 舞

台装置 や背景 も変 り， それ を演ず る人

々 もまた変 ってきた。今 日， またひ と

りの偉大 な指導者 が支持 された。 この

場 にいて， そのよ うな重要 な出来事 の

舞台に私 たち も上 って いるとは，何 と

い う大 きな特権 にあず かっている こと

であろ うか。 この教会 の指導者 の交替

にあた って，重要 な ことは，神権定員

会および聖徒 の会衆 が，感謝 の念 を表

し，支持 と信頼 を誓 い，誓約 を再 び新 た

にす る機 会を持つ とい うことで ある。

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管長 の召 しは

何年 も何年 も昔か ら行 なわれてきた大

管長の召 しの方法 と全 く同 じ型式 にの

っとって行なわれた。 従来 の大 管長 と

同 じく， リー大管長は，すべての同 じ

鍵 を持 ち，同 じ権能を持ち，同 じ教 会

を代表 して いる。ただひ とつの違 いは

教会が比較 にな らない くらい大 き くな

っているという ことだ けであ る。

１８３０年 に教会が設立 された当時，教

会 は， ほんの一握 りの人々か ら成 り立

っていた。 それ ゆえ，予言者 ジ ョセブ

・ス ミスは最初，本 当に小 さな グル ー

プを管理す ればよか った ので あるが，

殉 教の ときには数千人 にふ くれ上が っ

２９０

十 二使徒 評議 員会会長

スペンサ ー ・Ｗ ・キ ンボール

ていた。

ブ リガム ・ヤングが大管長 にな った ・

とき約 ４万人 の会員が いた。１８７７年新

しい大管長 ジ ョン ・テイ ラーは約１４万

５千人 を管理 した。 １８８７年， ウ ィル フ

ォー ド ・ウ ッドラフの管理下 に約１９万

２千人 の会員がいた。 １８９８年， ロレン

ゾ ・ス ノーが大 管長 にな った とき約２５

万 ３千人の会員がお り， ジ ョセフ・Ｆ・

ス ミスの ときは２８万人近 くになってい

た。 ビーバ ー ・Ｊ ・グラン ト大管長 の

ときは５０万人近 く， ジ ョージ ・アルバ

ー ト・ス ミスの時は １００万人 の会 員が

いた。 そ して１９５１年 ，デ ビッ ド ・０ ・

マ ッケイが大管長 にな った時， １１０万

人以上 の会員がいた。

ジ ョセフ・フィールデ ィング・ス ミス

が大管長 になった とき ２８０万 の会員が

お り，そ して，ハ ロル ド・Ｂ ・リーが

大管長 にな った今， その数 は約 ３２０万

人 とな り， しか もなお急速 に増加 し続

けてい る。

リー大管長が，争 いや批判 で紛糾 し

た諸委員会や総会を通 じて選 ばれたの

で もな く， さ らにまた人 々の投票 によ

って選 ばれ たので もな く，神 よ り召さ

れ， さ らに人々 によ り支持 された とい

うことを知 るの は， まことに心強 い限

りで ある。

ここ３年 の間 に ３人の大管長が教会

を管理す る ことにな った。 「デゼ レ ト

・ニュース」紙の論説 に，次 の様 に書

かれて いる。

「大抵 の組織で は
， この様 な指導層

における度重な る交 替は，指 揮機能 に

混乱を きた し，人々の間 に，ため らい

と不安 な感情が見 られ るのが普通であ

る。

だが， これ と対照的 に， この歴 史的

な時期 に教会内 に見 られた感 情は，安

定 と明確 な目的 に裏付 けされた もので

あ り，変遷 のただ中 にあって も，確 固

た る一致 その ものが 貫 かれていた。」

（１９７２年 ７月 ８日付 デゼ レ ト・ニュー

ス紙 〔英文〕）

神か ら与 え られた型式 には，いかな

る誤 りも，争 い も，野心 も，利己的な

動機 も入 る余地 はない。主 は，御 自 ら

主 の教 会を管理 する指導者 たちの召 し

を手中に留 めおかれ ている。 それを知

るこζは，大 きな関心 の的で もあ り，



重要 な ことで もある。

ハ ロル ド・Ｂ ・リー大管長 は，１９７２

年 ７月 ７日に大管長 になったが，１９４１

年 ４月１０日に使徒 に按手聖 任 されてい

る。 そ して，疑い もな く，彼の前任者

同様，遠 い遠 い過去 において これ らの

責任 に予任 されて いたのであ る。予言

者 ジ ョセブ ・ス ミスは １世紀 以上 も前

に，次の様 に言明 してい る。

「世の人々を教 え導 く職 に召 されて

いる人 は皆， この世の始ま る以前 の天

上の大会議に おいて， その 目的 のため

に聖任 されていたのであ る。」（ジ ョセ

ブ・ブ イール デ ィング・ス ミス編 「予言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」 〔英文〕

Ｐ．３６５）

初期 の使徒 のひ とりは， ジ ョセブ ・

ス ミスについて次 の様 に語 って いる。

「その権能 は
，彼が初 めて天使 にま

みえ，賜物 のい くつか を授か った時 に

彼 の頭上 に固め られたので は な か っ

た。 ……それ は， だれか聖 なる神権 の

権能 を持 つ人 か ら按手 を受 ける必要が

あった。」

程 な くして， ジ ョセブは， この地上

で最後 に鍵 を保持 して いた人々 の按手

によ り， その権能 を受 けた。その使徒

の話 はさ らに次 の様 に続いてい る。

「イエスが …… ３人の弟子た ちを山

に連れて行かれた時， イエスは ３人の

前で御姿 を変 え られた。その時， モー

セ とエ リヤが，彼 ら３人に恵みを施 し

た。 そ して， その時ペ テロは按手聖任

を受 けて，神権時代の鍵 を託 された。

ペテ ロは同僚で あるヤコブ， ヨハ ネと

共 に， これ らの鍵を保持 した。

彼 らは近代 に現われ，共にジ ョセ ブ

・ス ミスとオ リヴァ ・カウ ドリの頭上

に手 を按 いて，ふた りを彼 ら自身 の持

つ機能，すなわ ち真 理の特別な証人 の

権能 を持つ者 として聖任 した。」 （ジ ョ

ージ ・Ｑ ・キ ャノン著 「福音 の真理」

第 １巻 〔英文〕 Ｐ．２５３，２５４）

私た ちにとって意 義深 い ことは，１４２

年前 の１８３０年 ４月 ６日か ら今 日に至 る

まで， １分 １秒 た りといえ ども，教会

が神 よ り導 きを受 けず に存 在 して きた

ことはな いとい う事実であ る。

ジ ョセブ ・フィールデ ィング ・ス ミ

ス大管長 の体か ら霊が去 った瞬間， ジ

ョセブ ・ス ミスの言葉 にあ るよ うに，

予任 されていたハ ロル ド ・Ｂ ・リー大

管長 は，十二使徒評議 員会 の会長 とし

て，正当 に神の命 を受け，真実 の承認

された指導者 とな ったのであ る。

ジ ョージ ・Ｑ ・キ ャノン副管長 は，

予任 について次の様 に言 ってい る。

「ジ
ョセフ ・ス ミスが，聖任 され る

以前 に，すでに様 々の賜物 を持 ってい

た とい うことは驚 くべ き事実 である。

彼は聖 見者 であ った。 それは，聖任 さ

れ る前 に翻訳 に従事 したか らで ある。

予言者 で もあ った。 それは，聖任 を受

け る前 に多 くの偉大 な出来事 を予言 し

たか らであ る。 ……また啓示 を受 ける

者で もあ った。教会 が組織 され る以前

に，神 がジ ョセフに様 々の啓示 を与 え

ていたか らである。 それ ゆえ， ジ ョセ

ブは， 肉の身 で聖任 を受 ける以前か ら

予言者，聖見者 に して啓示 を受 ける者

であ った。」（「福 音の真理 」 Ｐ．２５３）

１９７２年 ７月 ７日，十二使徒評議員会

は， これ らすべ ての賜物を保有 して い

た。 そ して１９４１年 ４月１０日以来， これ

らすべ ての賜物 と鍵 と完全 な神権を持

っていたハ ロル ド・Ｂ ・リー大管長 は

７月 ７日，十二使徒評議員会 により，

これ らの諸権利を保有 して いる旨再確

認 された。

私 たちの主 は，種々 の交替 に備えて

常 に完壁 な準備を して お られ る。今 日

では，１２人 の使徒 とふた りの副管長，

合わせて１４人 の使徒職を持つ人 々がい

て，状況が変われ ばいつで もその権能

を行使で きる状態 にある。 この人々は

皆，聖任順位が進んで 自分に順 番が回

って来れ ばいつで も指導者の地位 につ

くことがで きるよう，聖任 されてい る

ので ある。

ジ ョセブ ・ス ミスの時代 かち今 日ま

で， およそ８０人 の人 々が使徒職 の権能

を与え られた。 だが，死 が間にはいる

ため，その中で大管長 の地位 についた

人は１１人 しかいない。主 の僕 たちの死

は，主の統 治下 にあ るため，主 は， そ

の指導の職 につ くよ う予任 され ている

人々にのみ，教 会の筆頭職 につ くこと

をお許 しになるのである。生 も死 も主

の統 治の要因 となる。主 によ り新 しい

使徒が順 次選 ばれ， その ときの生 ける

予言 者に啓示 され，その予言者 が新 し

い使徒を聖任 す るのである。

教 会の最高定員 会では，聖任順位 の

厳守が，基本 的な ことである。使徒 た

ちは皆， これを完全 に理解 してお り，

教会の事 柄に精通 している会員 も皆，

この完全 な継承方法 に熟知 している
。

ジ ョセブ ・ス ミスは，主 か ら受 けて

いたすべての鍵 と権威 と権能を，十二

使徒 たちに授 けた。 ジ ョセブは，彼 ら

にすべてのエンダウメン ト， それ に聖

な る洗 い と灌油 の儀式 を施 し， また結

び固めの儀式 を施 した。

今 日私 たちは， イスラエル の子 らが

したよ うに，聖約 を新 たに し，新 しい

予言者 を支持 する機会 にあずか ってい

る。 かつて主 が ヨシュアに言われた こ

とが，今 日， リー大管長 にもあて はま

る。「あなたが生 きなが らえ る日の間，

あなたに当ることので きる者 は，ひ と

りもないであろ う。わ た しは， モーセ

と共 にいたよ うに， あなた と共 にお る

であろ う。わ た しはあなたを見放す こ

とも，見捨て る ことも しな い。」 （ヨシ

ユア １ ：５）

「民 は……言
った， 「……われわれ

は主 に仕 えます』。

「われわれ の神，主 に，われわれは

仕 え， その声 に聞 き したが います」。

こう して ヨシュアは，その 日，．民 と

契約 を む す び ……。」 （ヨシュア２４：

２１，２４，２５）

今 日，私た ちも， これ と同 じ契約 を

新た に しようではないか。

初期の ある指導 者は次のよ うに言 っ

た 。「私は，大管長 に注 目 して いる。一

私は，船 旅で氷 山に閉 じ込 め ら れ た

り，大嵐 に遭遇 した とき，きまって，非

２９１
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常 に関心を もって，船長 に注 目 した も

のであ る。 ……私 は船長 の目を見， そ

の振 舞いを見 た。 ……船長 を見れば，

自分たちが どれほど危険 な状態 にいる

のか， よ く判断で きる……と考えたか

らであ る。私 は， 甲板 に出てい る人が

長老 たちを除 いて皆，船室へ降 りて行

きた くなるような嵐の中 に生活を続 け

て いる。……」（「福 音の真理 」 Ｐ．２７１）

それゆ え， リー大管長を支持 す るこ

とは，私 たちの特 権なのであ る。

恐 らく，あなた方 も知 ってい ること

と思 うが，ひ とつの大切 な規則が，予 、

言者 ジ ョセ フによ って私 たちに与 え ら

れた。 「王 国の奥義 の鍵 のひとつを あ

なた方 に与 えよ う。 それ は永遠 の原則

であ り，神 と共 に永遠 に存在 して きた

原則 である。 もしだれか立 ち上 が って

他人 を攻 撃 し，教会の欠点を捜 そ うと

した りまた自分 は義 しいが他の人 々は

道か らはずれてい ると言 った りする人

がい るな ら， その入 は，背教 に通 じる

道をかな り進 んでいる’と判断すべ きで

あ る。 そ してそのよ うな人 は， もし悔

い改 めないな ら，神が生 きて ま します

よ うに確 加 こ，背教に陥 るであ ろう。」

（「予言 者 ジ ョセフ ・ス ミスの教え」

Ｐ．１５６，１５７）

キ ャノン副管長 は，再び警告を発 し

ている， 「も しあ なた方の うち， 不平．

不満をつぶやいた りあ ら捜 しを したい

などと思 う人がいた り， また福音 の精

神に合致 しないよ うなまちが った思 い

を抱いた り， 言葉 を口に した りす る人

がいた ら……その人 は，誠心誠意悔 い

改め， ず っと低 い所 にお り立 って謙遜

にな り，主 に， その罪 の赦 しを乞 うべ

きである。 これ は，非常 に由々 しい罪

だか らである。

神権 を持つ人 々は，ただの人間 に し

かす ぎない。彼 らとて過 ちを犯す人間

で ある。 …… （この ことは神権者 自身

が一番良 く知 ρてい る。） かつて この

地上 におり立 った人 で，全 く罪 を犯 さ

なか った人は，御子 をおいて他 にはひ

とりも存在 しなか った。 ……」

２９２

私 は， この ことが教会幹部 の兄弟た

ちの場 合に も，完全 に当てはまる もの

と確信 して いる。

「に もか かわ らず
，神 はこれ らの人

々を選 び出され た。 ……神が選び出 さ

れ，神が彼 らに聖な る神権の権能を授

け られたので ある。 こうして， これ ら

の人々 は地上に おけ る，神の代表者 と

な ったのであ る。神は これ らの人 々を

キ リス トに従 う群れの羊飼 い とし， ま

た シオ ンの城 壁の番人 とされた。 そ し

て，神が これ らの人 々に与 え られた権

能 に関 しては，神 がすべて その責任 を

負 ってお られる。 そ．して，主 イエスの

日には， これ らの人々 は主 の御前 に立

って， この権能 をどのように行使 した

か によって裁かれ るで あろう。 も し彼

らが， この権能を誤 って行使 した り，

主の御業や主 の民 の救 いに災 いする方

向で行使 したな ら，主 イエスの 日に彼

らに どんなわざわいが下 る ことで あろ

うか。主 御 自身 が裁 きを下 され るで あ

ろう……。」（「福音の真理 」 Ｐ．２７６）

この使徒 はまた，主 は裁 いた り，叱

責 した りす る権能 を，正規 に組 織 され

た教会 の評議会 にのみ与えてお られ る

ので あって，一般の人々に は与 えてお

られ ない， と説明 して いる。 「そ して

聖な る神権の権能 に対 し……反抗 の声

をあげ る者は ……悔 い改 めない限 り，

地獄へ落 ち るであ ろう。４、（同上）

ウィル フ才一 ド ・ウ ッドラフ大管長

は，晩年 に，次 のように言われた。「私

は天 父に， この高齢 にあって も，私 に

残 された生涯 を，神 の霊感 によって導

かれ るべ く， その僕 たる私に，みた ま

をお注 ぎ下 さるよう，乞 い願 っている。

イス ラエルの人々に申 し上 げ る。主 は

私で あれ，だれで あれ， この教 会の大

管長 の職 にあ る人が，あなたがたを誤

った方向 に導 くの を決 してお許 しにな

ることはない。その様 な ことは，主 の

御計画 に もなければ，主 のみ こころに

もない。も し，私 がそのようなことを し

よ うとすれば，主 は私か らその地位を

取 り去 られ るで あろう。これはまた，だ

れで あれ，人 の子 らを神の御言葉 やそ

の義務か ら誤 った方向に導 こうとする

者 につ いて も言 え ることであ る……。」

（「ウィルフ ォー ド ・ ウッ ドラフ説教

集」〔英文〕 Ｐ．２１２－２１３）

この言葉 は私 たちに深 い確信 を与 え

て くれ るに違 いない。

また， あ る指導者 は次 のよ うに書 い

ている，「この教会で は，人が地位を求

めて， それ が得 られ るもので はない。

もし，教会で， ある人が特定の地位 に

つ こうとす る野心を持 ってい ることが

わか った場合，その野望は主に認 め ら

れ るもので はな いため，そ うした事 実

そ のものが，その人を挫折 へ と導 くで

あろう。 これは， この教 会のすべての

役員について言 える ことである。 ……

すべての役 員は神 の管理 の下 にある。

神が これ らの役員 を選 び，指名 され る ．

のであ る。そ して，彼 らが 間違 った こ

とを した場合， それを正す のは神の さ

れる ことで ある。」 （ジ ョージ ・Ｑ ・キ

ャ ノン 「デゼ レ ト・ウィーク リー誌」

１８９８年 ５月２１号 より 〔英文〕 Ｐ．７０８）

な にとぞ主が私 たちの新 しい大管長

と副管長た ちを祝 福 し，完 全に支持 し

て下 さるように。私 たち民 が一致 して

ハ ロル ド・Ｂ ・リー大 管長 を支持す る

よう，祈 っている。私 は リー大管長が

この地上 における主 の予言者で ある こ

とを知 ってい る。私 は，ヨルダ ン川 で，

ニー ファイの民 の間で， そ して ニュー

ヨー クの森で聞 こえた言葉が神の御声

であって， この神 は私 たちの天 父であ

られ る ことを証す る。 また，神 が 「こ

れ はわ た しの愛す る子 ，わた しの心 に

か なう者で ある」 と言 われた時 の御方

が， この教会の頭 たる御 方，す なわ ち

私た ちの救い主 イエス ・キ リス トで あ

ることも証す る。私 は， リー大管長が

神の予言者 である ことを証す る。そ し

て， も し私 たちが リー大管長に従 うな

ら，王 国は偉大 な進展を遂げ ることで

あろ う。私 はこの ことを全身全霊 を も

って証申 し上げ る。イエス ・キ リス ト

の御名に より， アーメ ン。



神 の も と に

子 ら は 安 し

ホ ーム ・テ ィーチ ング 程 大 切 な 教 会 活 動 は な い一

咋 日の朝 と今朝， リー大管長 と共 に

過 ご した今，皆 さんは私た ちが特別 な

召 しにあずか って いる兄弟 と して，大

管長 と共 に神殿 に入 って共 に会合を開

くことが， どんなにす ば らしい経験で

あるかを想像す る ことがで きるで あろ

う。

き ょうの話 の主題 を決 める ことがで

きたのは，少 し前 にそのような会合 に

出席 した時の ことであった。 その会 の

開会 の讃美歌 で 「い ともやさ し」 を歌

っ晃。後 に リー大管長 は祈 りの中で こ

の讃 美歌 の １節 「神 の もとに子 らは安

し」 （讃美歌９７番）とい う言葉 を使 われ

た。そ して聖徒 の安全 をはか り，保護

して下 さってい る全能 の神 に，厳粛 に

感謝 を捧 げ，また引 き続 き聖徒 たちを

守護 した もうよ う祈 られたのである。

私 は暴力 と不安に色 どられてい る世

界の中に，お互いの ことを気にかけ る

人々がい ることを思 うと，深 い感謝 の

念で一杯にな った。

「 パ ウロはエペ ソの聖徒に こう言 って

い る。 「そこで あなたがたは， もはや

異 国人で も宿 り入で もな く，聖 徒たち

と同 じ国籍 の者で あ り，神の家族なの

で ある。」 （エペ ソ ２ ：１９）

聖徒 たち と同 じ国籍で あるとい うこ

とは大 きな意味が ある。誰 で も悔い改

めて備 えを し， バプテスマの儀式を受

けさえすれ ば， この国籍を得 ることが

で きる。 バプテスマを受 けれ ば末 日聖

徒 イエス ・キ リス ト教会 の会員 と して

十二使徒評議員会会員

ボ イ ド・Ｋ ・パ ッ カ ー

決 してひとりぼっちではないので ある。

人 は神の息子 または娘 であ る。家族

はお互 いに助 け合 うよ うに教 え られて

い る。 これを実行 してい る家族 の中で

は 「子 らは安 し」 とい う言葉 が当ては

まる。 それ にこの家族の構成 は驚 くほ

ど教会組織 の形態 にぴ った り合 ってい

る。

例 えば，若 い男性や女 性が親の もと

か ら離れて住んでいて も，一人ぼ っち

で放置 されて いるわ けで はない。彼 ら

を見守 る者が， いつ もいる か ら で あ

る。子供 たちが結婚す ると，再び同 じ

循環が始 まる。

ある人 は結婚 しないが，それで も決

してひ とりぼっちのままおかれてい る

ことはない。

子供 たちが家庭 を離れて 自分の家庭

を作 り始 めると， お じい ちゃん， おば

あちゃんと呼 ばれ る立場 に立つよ うに

な った両親 は，新婚 の時 のように また

ふ た りで人生 に直面す る ことにな る。

これが通常 の予期 され る姿で あり，望

ま しい形で ある。 なぜな ら主 の履みた

もう道 は とこしえに変わ ることが ない

か らである。（１ニーフ ァ・イ １０：１９参

照）会員 は決 してひ とりで放 って おか

れ ることはない。

子供 たちは両親 を敬 うように教 え ら

れ るが，時 に遠 く離れ て住む ことが あ

る。 しか しいずれ の場合 も教会 は守護

の手 を差 し伸べ てい る。

また連 れ合いが他界 して も，年 とっ

た未亡 人はひ とりぼ っちではない。 こ

の時 も必要 であれば，教会 の組織が，

未 亡人が必要 とす ることを物心両面 に

わた って世話 し，安 らかに住 めるよ う

にす るか らであ る。

その方法 は簡 単であ る。 ２名 の神権

者が定員会会長か ら召 され，定期的 に

ホーム ・ティーチ ャーとして各会 員の

家を訪 れ るように監督 か ら割 り当て ら

れ るのであ る。 ホーム ・ティーチ ャー

は個人 および家庭を守護 す るものであ

る。

私 はホーム ・ティーチ ングの題 を選

ん だが，教会 にはもっと心を踊 らせ る

おも しろい活動があ ることをよ く知 っ

て いる。一般 にほかの主 題の方 が訴 え

る力が強いか も しれない。

少 し前，私 は聖餐 会が終 ってか らあ

２９３
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陰

る家にいた。お母 さんが十代 の男 の子

に今 日は どうだ った， と聞いていた。

その男の子 は普通 の少年 と同 じよ うに

正直 で遠慮 がなかった。 「聖餐会以外

はよか ったよ。」

聖餐会 はど うだったの， と母親が聞

くと， その子 は言 った。 「うん，高等

評議員が ホーム ・テ ィーチングや福祉

について話すのが終わ るとほっとす る

よ。」

このお母 さん は恥ずか しくな って言

った。 「デビ ッ ド， ここにい らっ しゃ

るパ ッカー長老 はそのプ ログ ラムの全

教会の責任者なのよ 。」

「知 ってい るよ
。なぜ何 とか しない

んだ ろう。」男 の子 は こう言 った 。

一本取 られた感 じであ る
。実 は私 は

ち ょうど今，承知 している限 りの こと

を尽 くしているのである。説 明させ て

いただ こう。皆 さんはき っとこの密接

に関連 し合 っている庵 たつのプ ログラ

ムが非常 に興味 ある もので あることに

気 づかれるで あろ う。興味 あるもので

あるかはさて おいて も， このふたつ は

皆 さんの安全 に必要欠 くべか らざるも

のなので ある。

あの少年 にかか って は，私 も基本的

な神権 プログラムにつ いて話 した高等

評議員 と レッテルを は られ る で あ ろ

う。 しか し訓 練や練習をやかま し く言

うコーチも， ほんの数 分の発表のため

に何時間 もの練 習を要 求す る音楽 の教

師 も同 じことにな る。また，人生 の基本

的 な事柄 に注意 を払 って勉 強に励 むよ

う勧め る両親 も， 同列に並 ぶ で あ ろ

う。

繰 り返 そ う。 ホ ーム ・テ ィーチ ング

以上 に人 々を引 きつけ る活動 があるか

も しれないが， これ以上 に重要 な もの

はない。

お もしろい ことに，非常 に基本的 な

ことは， それで当 り前 である と取 られ

るのである。例 えば私 たちの体内 に血

２９４

液が循環 してい る，体 を支 え るため に

栄養 を運搬 し，不要 な物質 を運 び出 し

てい る。 また病気 や病源菌 の感染か ら

保護 す るための武具 をま とって いる。

この血液 の供給 は心臓 という間断 な く

働 く，信頼 すべ きポンプによって維持

されている。心臓 は命 に欠 くことので

きない もの と言 えよ う。

ところが普通，指の切 り傷の方が注

意 を引 く。心臓 の方 は，鼓動が途 切れ

が ちになった り，止 まるまで誰 も注意

を払わない。そんな事態にな っては じ

めて注意を払 ってい るのであ る。

不思議な ことに， ホー ム ・ティーチ

ングはいかに も空気 のよ うに当 り前 の

もの と思 っていて，大部 分の会員 があ

ま り注 意を払 っていない。型 にはまっ

た訪 問を し，時 には面倒 な ものと考 え

てい る始末 であ る。 それ で も教会員が

よそでは知 らない保護 と世話 を受 ける

の は， このホー ム ・テ ィーチングによ

っているのである。

十代 の若 い同僚 に一晩 ５，．６軒 の家

を訪問 しよ うとさそって いる人を思い

浮かべ ていただ きた い。ふた りは家族

を励 ますた めに訪問 し，彼 らが霊的に

何 を求 めて いるかを知 り，人々の福 祉

に配慮 し，すべての人が緊急の時に訪

ねて くれ る人がい ることを知 って安心

で きるようにす るのであ る。

病気で倒れて もす ぐ助けの手 が差 し

伸べ られ る。子供 の世話 は して くれる

し，訪問の調整がはか られ る。 このよ

うな場合，神権 ホー ム ・テ ィーチ ャー

と扶助協会の訪 問教師 が共 に働 く。 問

題が悩みのあ る十代 の子供 や， しつけ

のむずか・しい幼児 である場 合 もある。

この神権 ホー ム ・テ ィーチング とい

う系路には，地上 の教会 にある人的資

源 の限 りを尽 くして，助 け支 える力 を

注 ぐことができ る。それだけではない。

天界 の限度一杯 に瞭 いの霊 の力 を注 ぐ

ことができるので ある。

ホーム ・テ ィーチングを通 して数々

の悲劇 を避 け，沈む霊を引 き上げ，物

質 的な必要 を満 た、して きた。悲 しむ人

は慰 め られ，虚弱 な人 は祝福を受 けて

いやされて いる。 この仕事は大げ さに

予告す ることな く静かに進め られ るが

全能 の神の霊 によって始め られた制度

で あって， この民の霊的成長 に欠 くこ

とので きな いものであ る。

教会の指導者 は神 権ホ ーム ・テ ィー

チングを成功 させ るため，多大 の努力

を払 ってい る。 ホー ム ・テ ィーチ ング

は至極 当然 な もの と見 られているが，

いつ も強調 されてい るし， これか らも

ず っとそ うであろ う。社会 は変転 し，

教 会のプ ログ ラムに様 々な追加 はあっ

て も， ホー ム ・テ ィーチ ングの原則 に

変更 があ った ことは一度 もなか った。

この制度が なければ教会 はた ちまち教

会 ではな くなって しまう。 もう一度言

お う。 ある活動 はもっとおも しろいか

もしれ ないが， これ以上 に大切な もの

はないので ある。

私 はいろいろな活動の プログ ラムが

用意 されて いることを感謝 してい る。

これ らの プログ ラムは香料，調味料，

デザ ー トの役 目を果 た し，人生 を楽 し

、い もの に して くれ る。特 に若 い人 々に

とってそ うであ る。私 は教会 の諸活動

が とて も好 きである。 これ らの諸活動

が無視 され るのを見 た くない し，私か

ら取 り上 げよ うとして もできないであ

ろう。

ホー ム ・テ ィーチ ング しか行 なわな

い教会 は，若 い人 々に とって調味料 も

デザー トもない食事 のよ うに全 くお も

しろ くないか もしれ ない。 しか し私 は

各地 の指導者が全 く活動 のプログ ラム

だけに集中 して， ホーム ・テ ィーチン

グを無視す る傾向が ないだろうか と懸

念 して いる。

監督 の皆 さん に申 し上げ る。活動 プ

ログラムだ けで青少年を導 こうとす る



のは， チ ョコ レー トや ソーダ水で運 動

選手 を養成 しようとす るよ うな もので

ある。若 い人 は．それ に引かれ るか も知

れな いが， あまり栄養が得 られないで

あろう。青少年を救 う努力 と しては，

ホーム ・テ ィーチ ングに時間を費や し

注意を払 うこと以上に効果の大 きい も

のはない。 というの も， ホーム ・テ ィ

ーチングの目的 は家庭を強化す ること

にあるので あって，十代の人が よ く口

に し， また承知 してい るよ うに， 「そ

れで こそ 本 来 の 姿であ る」 か らであ

る。 この家庭を結ぶ生 命線 が生 きてい

れば家庭を強化で きるばか りでな く，

活動 も向上 し，味わい も加わ ることが

わか るで あろう。

若 い人々を元気づけ る方法 は数多 く

ある。私 たちは工 夫に富んでいて，心

の踊 る方法を一杯 案出す る傾 向がある

ようであ る。 しか し結 局は程 な く主 の

方法 に落 ち着いてい くであろ う。

きつねをわなで捕 えてち ょっとした

財産 を築 いた毛皮商 がいた。彼 は冬 の

間南方へ出かけて行 って， その間わ な

はよ く訓練 した若手 の助手 にまかせ る

ことに した。 それでわなの しか けかた

とえ さを置 く場所 を教 えた。

ところが春 にな って帰 って みると，

わず か しかきつねがつかまって いなか

ったので落胆 し， 「教 えた とお りに し

たのか」 と聞いた。

「いいえ
， もっ といい方法を発見 し．

たんです」助手 は答 えた。

監督 と定員会 の指導者 の皆 さん， ホ

ーム ・テ ィーチングに注意す るよう勧

告 したい。 ホーム ・テ ィーチャーがな

すべ き ことを違 った方法です るのを黙

って見て いて はな らな い。青少年を強

めよ うと して，千 にも及ぶ方法 を編 み

出 す ことがで きるであ ろう。 しか し間

もな く主 の方法 にもど らな くてはな ら

な くな るのであ る。

聖典た次の ように書 いてある ことが

思い出 され る。 「主は言 う，われ約束

して これを果 さざり しことあ らんや。

われ命を下すに人 これに従わずば，

われ我約束を取 消 し祝福 を与 えず。

その時，人々心 の中に言 わん。 こは

主の御業にあ らず，主 の約束果 されざ

ればな りと。 され どか くの如 き人 は禍

な るかな。その報 いは地 の下 に潜 み，

天 よりの報いあ らざればな り。」 （教義

と聖約５８：３１－３３）

ホー ム ・ティーチ ャーの皆 さん，機

械的な訪 問を し，時々は骨 の折 れる仕

事だ と思 ってい る皆 さん， この責任 を

軽 視 した り， きま った作業 として こな

した り してはな らない。皆 さんがホー

ム ・テ ィーチ ングに使 った時間，歩 い

た距離 ， ドアを ノックした こと，すべ

ての挨拶 ，励 ま しの言葉 は ２倍 になっ

て帰 って．くるであろ う。

ホー ム ・テ ィーチ ャーが家庭 を訪問

していて教 え られる ことが よ くあるの

は，興味深 い ことである。 ホーム ・テ

ィーチ ャーが犠牲 を払 い，奉仕 して い

るのは事実で あるが， そん な状況の中

で も，恵 みを多 く受 けて いるのは骨体

訪 問され ている家族 なのか， ホァム ・

テ ィーチ ャーなのかわか らない ことが

よ くある。

私 も非 常 た貴重 な教訓を得た経験が

ある。

結婚す る少 し前，私 は年上の同僚 と

２人で，小柄 な外出で きないでい る老 ，

婦人 のホーム ・ティーチ ャーに召 され

た。この婦人 は病身 で，ドアを ノックし

て も動 けない ので，入 って きて下 さい

と返事す ることが よ くあ った。 ベ ッ ド

か ら出 られないため，そばでメ ッセー

ジを伝 えることが しば しばであ った。

私 たち は何 かの拍子 に， この人が レ

モンアイス クリームが大好 きで ある こ

とを知 った。 それでよ く訪 問す る前 に

アイス クリー ムの店 に寄 った。彼女 の

好 みを知 っていたので，私 たちは二重

の理由で歓 迎 されたのであ った。

先輩同僚 が何 かの理 由で行 けない時

が あった。私 は一人 でいつ ものよ うに

訪 問す る前 に レモンアィス クリー ムを

買 った。

彼女 はベ ッドの中にいた。 そ して翌

日孫 が とて もむずか しい手術 を受 ける

ので心配 で しかたがあ りませ ん。 ベ ッ

ドのそばでひざまずいて，孫 のために

祈 って下 さい と私 に頼 んだ。

祈 り終 ると，彼女 は私 が間 もな く結

婚 す ることを思 って であろ う， こう言

った。 「今 晩あなたにあ ることを教 え

てあげま し ょう。」彼女 は，「あなたにお

話 して聞かせ たい ことが あ ります。 い

つ もこの ことを忘れ ないで下 さい」 と

言 った。 そ してひ とつの教訓 につ いて

話 して くれたのである。私 は これ まで

一度 もこの教訓 を忘れ た ことはない。

彼女 は人生 を回想 して話 し出 した。

立派 な青年 と神殿で結婚 し，何年か

若 い夫婦 の家庭生活 と家族を育て るこ

とに専心 して いると， ある日伝道の召

しの手紙が舞 い込んで きた。

驚 いた ことに，ふた りは家族 で遠い

国へ 出か けて行 って，そ こで伝道を開

始す る召 しを受 けたので あった。ふた

りけ忠実 に，よ く召 しを果 た し，何年か

た って家 に帰 って きた。そ してまた家

族 を育ててい く責任を果た し始めた。

そこで この小柄な婦人は，話 をあ る

月曜 日の朝 に絞 った。 これは不快 な洗

濯 の月曜 日と呼ばれ る日であ る。 その

日ち ょっとい ざこざがあ って，意見 が

分かれ，続いて夫婦の間に非難 の言葉

が飛びかか った。 どうい うわけか老婦

人はそれが何 を きっかけに始 ま り，何

をめ ぐって起 こったのか覚 えていなか

った。 「とにか く，私 は門の所 まで行

って，夫 が仕事 に向か うのを見送 りな

が ら，最後 の意地悪 なとげとげ しい言

葉 を夫 の背 に投 げかけたので した。」彼

女 は こう述懐 した。

園
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それか ら涙 を浮かべて， その日事故

があ って夫 が二度 と帰 って来 ない人 に

な った ことを話 して くれ たので ある。

「５０年 も私 は地獄 に住 んで いるようで

した。私 が夫 に投 げか けた言葉が意地

悪 な， とげとげ しい もので あることを

忘 れ られなかったか らです 。」

これが，若 いホーム ・テ ィーチャー

に話 して くれたメ ッセージで ある。彼

女 は この話 を決 して忘れて はいけませ

ん と言 った。私 はそれ以来 この教訓か

ら豊 かに恵 みを受 けて きた。 その時か

ら夫婦 は一言 も食 い違 う言葉を 口に し

な くともや って いける ことを知 ったの

で ある。

私 は時 々あの家 に訪問 した ことや，

費 や した時 間， アイスク リームに使 っ

たわず かなお金 の ことを考 える。 あの

小柄 な姉妹 は， もうず っと以前に亡 く

な り，私 の先輩 同僚 もすで にこの世の

人で はない。 しか し， ホーム ・ティー

チ ャーが教 え られたあの大 きな経験を

私 は今で も忘れていない。 また結婚の

聖壇 の前 に立つ若い男女に，彼女 の教

訓 を幾度 とな く伝 え，世界各地の人々

に も説 いて きた。

ホーム ・テ ィーチ ングには霊的にす

ぐれ た要素が ある。 ホーム ・テ ィーチ

ングの割 当てを受けて出かけ る神権者

は，皆測 り知れない恵みを受けて帰 っ

て くる。

教会で どんな責任 を受けてい るか と

聞かれて， 「ホーム ・ティーチ ャーの

責任 だけです」 と答 え る人があ るのを

見か けた ことが ある。

ホーム ・テ ィーチ ャーの責任だけ。

言 いか えれば，群れを見守 る守護 者の

責任 だけです と言 ってい るに等 しい。

しか しこれは，神 に仕え る最 も大切な

責任であ る。

冒頭 に引用 した讃 美歌 の歌詞 「神 の

もとに子 らは安 し，世 の造 り主導 きた

もう」が現実 とな るの は，あなたのホ

㌍ム ・テ ィーチャーの おかげなのであ

る。

イ エスはキ リス トで あることを証 す

る。 この教会 はキ リス トの教 会であ り

また王国で ある。私 た ちはキ リス トか

ら神権 と権能 を与 えられてい る。私 た

ちは予言者を頭にいただいてい るが，

予言者 は生身の人であ り， 地上 のはて

まですべての支部 ，伝 道部 ，ス テーキ

部， ワー ド部，支部に恵みを及 ぼす こ

とがで きるばか りでな く，各家庭，個

人を も訪れて，祝 福 しあるいは支え，

安 らか に住め るようにす ることがで き

るので ある。イエ ス ・キ リス トの御 名

によ り， アーメン。
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兄 弟 た ち を

力 づ け て や り な さ．い

新 しい会員をフェローシップする聖徒たちの責任

陰

主 はニーフ ァイの民 に御姿 を現わ さ

れ た時，次 のように言われた。 「さ ら

にまた汝 らに告 ぐ，汝 らは悔 い改 め，

わ が名 によ りてバプテスマを受 け，幼

児 の ごと くにな らざるべ か らず。 しか

らずば， とうてい神 の王 国に住む こと

を得 ず。」（皿ニーフ ァイ１１：３８） これ

は，主御 自身 が与 え られ た警告で あっ

２９６

た。

ち ょうど２３年前 の秋，私 は南 カ リフ

ォルニアのチ ャップマン ・カレ ッジに

入学 した。私 は， そこで， ガイ ・Ｍ ・

デイ ビス教授 とい う，哲学者で あり，

教育者で あ り，教師で もあ る 方 の 下

で， すば らしい影響を受 けなが ら生活

した。そ して，２３年 たった ３週間前 の

金曜 日の晩，私はこの気高い心を持っ

た立派な人が，幼な児のようになって

バプテスマの水に入 り， この教会の会

員になるのを見る機会を得た。

この友人のバプテスマを見ていて，

私は １つの聖句を思い浮かべていた。

ルカの記録によれば，主は先任使徒の

ペテロを戒めて，次の様に，簡明な助



言 と指示を与え られた。 「……あなた

が改宗 した ときには，兄弟たちを力 づ

けてや りな さい 。」 （欽定訳 ル カ ２２：

３２）ガイ とその家族 の所属 す ることに

な った ワー ド部の立派 な監督 を初 め，

ホーム ・テ ィーチ ャー， ワー ド部 の会

員の皆様 が，私 の兄弟であ るガ・イを力

づ けて下 さるよ う，私 は祈 ってい る。

しば らく，私 の個人的な経験 を話 さ

せていただ きたい。兄弟たちを力づけ

るとい うことを説 明す るのに，私 の家

族 に対す るフコ、ロー シップの経験 をお

話 しすれば，理解 が容易にな るので は

ないか と思 う。何年 か前，私 の末娘 が

転校す る事態に直 面 した時，娘 は新 し

い経験 に対 して期 待 と興奮 に胸 をふ く

らませて待 ち望んではいた ものの， だ

れ にで もあ るよ うに不 安 と懸念 も入 り

混 じっていた。私 と妻 は，娘 の経験 を

有意義で，また積極 的な ものに してあ

げたい と思い，新 しい経験 に対 する心

の備えを させ るため，数 時間，共 に過

ごす時間を持 った。

つい に，その待 ち こがれた 日がやっ

て来た。娘 に何 か霊的な慰 め と導 きを

与 えてや ろうと，特 別な夕 べを計画 し

た。それがすむ と，娘 は翌 日へ の期待

を込めて， ドレスを出 していた。

翌 朝の朝食 時，娘 はペチコー ト姿 の

まま現 れ ると， こう言 った。 「お とう

さん。私 ，今 日学校へ行か ない方が い

いよ うな気がす るの。」

「どうしてだね
。」

「気分が悪 くな りそ うなの。」

娘 が何 を言 お うとしていたか，おわ

か りであろ う。 お父さん，私 は新 しい

境遇 に どう対処 した らいいのか，わか

らないの。友 だちはで きるか しら。先

生 は私 を気 に入 って くれ るか しら。み

んなの中に入 っていけるか しら。みん

なは私 を受 け入れ て くれ るか しら。 こ

うい った問題 は，私 たちが新 しい，変

った社 会に入 った時，必ずだれで も持

ち合わせ る懸念 なので ある。

娘 は，私 がど う答 えるか を知 ってい

た。 そ して，私が学校 まで車で連れて

七十人最高評議員会会員

ポ ー ル ・Ｈ ・ダ ン

行 くことを承知 した。私 たちが校舎の

前 に着 くと，始業 ５分前 のベルが鳴 っ

た。娘 の 目は涙 で一杯 になった，私 は

車 を降 りると，娘 の手を とって車か ら

降 ろした。 ふた りで ３メー トル ほど歩

くと娘 は私 の足 に しがみ ついて きた。

その時，娘 は，子供 に しかで きな いよ

うな 目付 きで私 を見上げ ると， いか に

も理屈 っぼ くこう言 った。 「お父 さん

も し私 を本 当に愛 しているな ら，私を

この中に入れ ないで 。」

「ケ リー
。 これは， おまえには理 解

できない ことか もしれな い。だが，私

は， おまえを愛 して いるか らこそ， こ

うしておまえを中 に入れて あげ るのだ

よ」私 は言 った。 そ して私 は実際，実

力行使で中 に連れて入 った。 ところが

入 口の内側 に入 ると，娘 は私の もう一

方 の足 に しがみつ いて，離 そ うと しな

か った。た くさんの生徒が通 り過 ぎて

行 った。 そ して，ついに小 さな奇跡 が

起 きて，事態を全 く変えて しま った。

どこか らか，明 る く，素敵な少女 が

現れた。その少女は，他 人につ くすた

めに自分を忘れて フェローシップでき

る子で あり，友 だちを力づけなさい と

い う救 い主の訓戒を喜 んで受け入れる

ことので きる子であ った。若 さではち

切れんばか りの この少女 は，「ケ リー，

お元気 ？」 と尋 ねた。

「ええ
，元気 よ。」

「あなたはどの教室 に入 るの ？」そ

して，娘が答 えると 「す ごいわ。私 ，

去年 その教室 だった のよ。 さあ，私 が

連 れて って あげ るわ 。」 と言 って くれ

た。

そ して， ケ リーは自分で気づかない

うちに私 の足か ら手 を離 す と，１０歩ほ

ど歩 いて行 って， 自分の した ことに気

が ついた。私 は，娘が私 の方を振 り返

って言 った時 の言葉 と指図めいた文句

を忘れ るこ とはないだ ろう。 「あ っ，

そ うだ， お父さん。帰 って もいいわよ

私， もうお父さんが いな くて も大 丈夫

よ。コ

大人 と同 じように， フェローシップ

し，友 だ ちにな る方法を知 ってい る小

さな人 たちのいることを神に感謝 して

いる。

毎 日，数千 という人々が この教 会に

加入 している。私た ちが皆，兄弟たち

を力づ けなさいとい う主 の勧めに従 う

気持 を持つ よう，祈 ってや まない。私

は，偉大 な監督 素晴 らしいホーム ・

テ ィーチャー， そ して，他の会員の皆

様 が，私 の友人で あるガ イ ・ディビス

をよ くお世話 して下 さるよう祈 ってい

る。

私 は この教会が神の教 会であ ること

を証す る。 これ は真実で ある。私 は，

リー大管長を，予言 者，聖 見者 に して

啓示を受 ける者 と して支持す る。 リー

大管長が，神よ り召 され，聖任 された

ことを私は知 ってい る。私 は神が生 き

て お られ，・ｆエスがキ リス トにま しま

す ことを知 ってい る。 これ らの証 を，

イ エス ・キ リス トの御 名によ り申 し上

げ る。 アーメ ン。

２９７



歴史 の

ひ と こ ま を

語 る夕べ

ブ リガ ム ・ヤング大学恒例 の モル モン芸術祭の呼び物は，

末 日聖徒 によって書かれた歴史のひ とこまを朗読す る小品発

表会 であ る。

今月号 の聖徒 の道 には，１９７２年度芸術祭の末 日聖 徒の開拓

者 を テーマ とした小品発表会か ら，幾つかを選んで載せ る。

小 品には，歴史上 の出来事を フ ィクシ ョンに した もの と共

に開拓者 の書簡，日誌，日記，大会での話が収録 されてい る。

どの作 品 も，西 部へ向か う聖徒た ちの生活を暖か く考察 し，

現代 の私 たちの生活 に福音 の原則を どう生 かす ことがで きる

かを示唆 している。読者 は，以下のペ ージに語 られ る聖 徒た

ちに親 しみを覚 える ことで あろ う。

霊感 に満 ちた これ らの短篇を収集構成 したのは，ハ ロル ド

・オ ークス博土， ジ ュデイス ・ピケ ッ ト， ク リス テン ・ア ド

ムス，トム ・ベ イ，ウォル ト・ベギ ー，エベ レッ ト・ブ ラック，

ク リステ ィ・クラーク，パ メラ・ゴーマン，キ ャサ リー ン ・ジ

ー ン ・アー ビン
， リベ カ・クラン ド， り一・ラ ッセルであ る。

自分の国や町，地域社会，友人の間で教 会に加入 す ること

にな った人 々は，他 の入々 によ り良い新 しい道 を示 す とい う

点で開拓者 である。 そのような人 は，時 にあざけ られ，物笑

いの種 にされ，迫害 さえ も被 る。

ここにあげる作品 は読む だけでな く，家庭や教 会の授業 や

活動 において発表す る こともで きる。発表 は比 較的簡 単にで

きる。読 む人 が受持 ちの箇所を あ らか じめ読 んで慣 れてお く

ことだけでよいので ある。 １， ２回の練 習をす るとさらによ

いだろう。

家族 のよ うな くつ ろいだ場で は，読 む人 と聞 く人 を分 けな

いで起立せず にすわ ったまま読んで もよいだろ う。授業 では

生徒 の前 に立 った り，椅子を持 ち出 してすわ った り，生徒 た

ちのまん中 に囲 まれ る形 に して読んで もよい。

ホール のようにもっと大勢の場合は， ステージや照明設備

を使 うことがで きる。読み手全員が黒 っぽい服装 を した り鮮

やか な色の服を着 たり，あ るいは趣 きを添 えるために開拓者

時代 の衣服を用意 して もよいだ ろう。

作品 の朗読 はほとん どどんな状態に も適用 できる。随所 に

出て くる讃美歌を，聞 く人 たちに も一緒 に歌 って もらうこと

がで きる。

２９８



立 っていよ うと座 っていよ うと，話 そうと聞 こうと，作 品

のひ とつだけを発表 しよ うと全部 を発表 しようと， また家族

で行なお うと大勢 の前 で発表 しよ うと， あるい は自分でただ

読 むだけであろ うと， それ は全 く自由で ある。 どのよ うな場

所 であれ， ここにあげる小品 はすべての読者，聴衆 にとって

霊感 の源 となるだろ う。

氷

登 場 人 物

ス ザ ンナ ・タ イ ラー

タ イ ラー 氏

宣 教 師

ジ ェー ン ・タ イ ラー

スザンナ ：

父 と兄 弟は，姉が バプテスマを受 けて，末 日聖徒の教 会に

入 る ことに大反対 で した。で も姉 は最初の機会を逃 さず，バ

プテスマを受 けま した。１８３２年の１２月に，教会の長老 がひ と

り近所 に越 して きま した。彼 は姉の招待を受けて私 の家 を訪

れ ま した。

タイラー氏 ：

私が家 を留守 に してい る間に，娘 はあなたがたモルモ ンの

説教師 の話を聞 きま した。 そ して今，バプテスマを受けるな

ら二度 と家 には入れない と言 いわた しま したが，娘 はバプテ

スマを受 けたが っています。私 はあなたがたに言 いたい。 だ

れで も私 の娘 にバプ テスマを施 す者 は，命 を保障 しないと。

息子 も私 も銃 を もってかけつけ るつ もりだ。

宣教師：

タイ ラーさん，私 たちはあなたがたの意志 に反 して娘 さん

にバプテスマを施す ことは しませ ん。 しか し，私た ちの証す

る この教 えが真実で， もしあなたが，娘 さんが教えを受け る

のを妨 げるな ら，罪 は私た ちや娘 さんではな くあなたの頭 に

とどまるで ょう。

スザンナ：

この言葉 は父の心を刺 しま した。父 はひ ょっ とす る とモル

モンが正 しく自分は間違 っているのではないか と思 い始 めま

した。 そ こで， その ことについて娘 に尋 ね， おまえの自由に

してよい と許可 しま した。 こうして父 は自分 に責任がかか っ

て くるのを免 れよ うとしたので した。

タイラー氏：

ジェーン， おまえ は自分で決めな さい。 もしあの人 たちの

言 って いる ことが本 当だ った ら， これ は世 界で一番の宗教 か

もしれ ない。 しか し間違 って いた ら最低 だ。 あの人 たちは本

当か嘘かを知 ってい るが，私 にはわか らない。決心 する前 に

そ のことをよ く考えな さい。

ン ェ ー ！ ．

私 は長い ことい っ しょうけんめいに，断食 を して勉強 し，

お祈 りを して考 えて きま した。 お父 さん，で きるだ け早 くバ

プテスマを受 ける ことが私 の義務 だと思 ってい ます。

スザンナ：

す る と父 は，姉 とモル モンの長老 と私 た ちを牛そ りに乗 せ

て， ２マイル離れた エ リー湖 に向かい ま した。そ こで皆 は湖

に張 った氷 に直径 １メー トルの穴をあけ，ジ ェー ンはバプテ

スマを受 けてイエス ・キ リス トの教 会に入 りま した。

２９９
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Ｌ

ジ ェ ー ン ・ グ ロ ー バ ー の

日記の抜粋

ジェーン・グローバー：

ある朝私 たちはグースベ リの実を拾いに行 こうと考え ま し

た。 タナーお じさんは ２頭 の馬 に軽 い荷馬車 をと りつけま し

た。そ う して， ライマ ンさんの うちの姉 と妹， まだ幼い タナ

ーお じさんの孫娘， それ に私 とタナーお じさんで出かけま し

た。森 に着 くと，私 たちは年 とったお じさんに，実 を拾 って

い る問建物 の中 に入 って休んでい るように言い ま した。

時間 もそ う経たない うちに，小 さい子 と私 は， ほかの人 た

ちとは ぐれて しまいま した。す ると突然叫 び声 が聞 こえま し

た。私 たちが タナーお じさんの見 える所 まで歩 いて い くと，

何人かのイ ンデ ィアンがまわ りに集 まってホーホー， キャ ッ

キャ ッと叫んでい ま した。そ うこうする うちにほか のインデ

ィアンも集ま って きま した。私 たちが馬車 に乗 って タナーお

じさんが走 らせよ うとする と， ４人 のイ ンデ ィアンが馬車 を

押 えつけ，ふ た りのインデ ィアンが馬の金具をつかみま した。

そ して別のイ ンデ ィア ンが私 を馬車 か ら連れ 出そうとや って

きま した。その とき私 は腹 が立 つと同時 に恐 ろ しくなって，

３００

私を馬車か ら出 して助 けを求 めに行 かせ て下 さいとタナーお

じさん に頼み ま した。お じさんは 「だめだ， とんで もない。

もう手遅れだ」 と言 いま した。

タナーお じさんの顔 はま るで雪 のよ うに血 の気が失せてい

ま した。 インデ ィアンは，お じさんの腕 時計 とハ ンカチを取

りあげま した。 そう してい る間 に， イ ンデ ィアンは私 を馬車

か ら引 きず りおろそ うと しま した。

私 は黙 って天 のお父 さまに助 けを願 い始 めま した。苦闘 し

なが らお祈 りを してい ると，全能者 のみたまが私 の上 に降 り

私 は大力を もって立 ち上 が り， イ ンデ ィアンの言葉 で話 し出

しま した。私 が神 の力によって話 している と， インデ ィアン

は馬 と馬車 をそのままに して私 の前 に立 ちま した。 イ ンデ ィ

アンたちは頭 を垂れ，私 にわか るような しぐさで，はい と答

えま した。 タナーお じさん と女 の子た ちは言 葉 も出ないほ ど

の驚 きようで，その光景をながめていま した。

私 は 自分 たちが置かれ ている事態を知 りま した。イ ンデ ィ

ア ンはタナーお じさんを殺 して馬車を焼 き，私 たちの女 の子

を捕虜 にす るつ もりで した。私 はその ことをはっ きり知 らさ

れま した。私が話 し終わ ると，イ ンデ ィアンは私 たち皆 と握

手 を し， タナーお じさんか ら奪 った物を皆返 しま した。 しか

し， お じさんはインデ ィアンにハ ンカチをあげま した。 この

ときにはあ とのふ た りも戻 って いて私た ちは急いで家 に向か

いま した。

主 は私 の言 った ことを一部教 えて下 さいま した。 それは こ

のよ うな ことです 「私 には，あ なたがたイ ンディアンの勇士

が私 たちを殺 そ うと して いることがわか る。 大霊 があなたが

たを見守 っていて，心 に思 うことは何で も見通す ことを知 ら

ないのか。私 たちはお父 さんの木の実を集 めに来 たのだ。 あ

なたがたを攻 めに来た ので はない。 も しあなたがたが私 たち

に， た とえ髪 の毛 １本で も危害 を加え るな らば，大霊が あな

たが たを地 に打 ち倒 し，息 の根 を止 め るであろ う。私 たちは

ふる里 を追われて この地方へや って きた。 あなたが た もそう

で ある。私た ちは あなたがたを襲 うためにで はな く，良い こ

とを しに来 たのであ る。私 たちは主 の民 であ り， あなたが た

も主 の民で ある。 あなたがたは殺人 と悪行 をやめな くて はな

らない。主 はその ことを怒 ってお られる。や めな ければあな

たが たは繁栄を見 ないであ ろう。 あなたが たはすべて の土 地

とこの森 とあの川 とこの馬 とが 自分 の物 だと考 えてい る。 し

か し地上 の物 は呼 吸す る空気か ら一切合切何ひ とつ，あなた

がたの物ではない。 それは皆大霊 の もので ある。」



り，「 「

認 づ姻 四諏 嚇 躍“恥 郡 曲

リチ ャ ー ド ・ベ ン ソ ン

登 場 人 物

監 督

リチ ャー ド ・ベ ン ソ ン

ヒー バ ー ・Ｃ ・キ ンボ ー ル

フ ィー ビー 。ベ ン ソ ン

監督：

リチ ャー ド ・ベ ンソン氏 は１８１６年英 国の ワシン トンで誕生

し，１８９５年 セ ンター ・フ リークで死去 され ま した。泣 いては

いけませ ん。彼 は今安 らか に休んでい ます。

ベ ンソン氏 は英 国で ヒーバ ー ・Ｃ ・キンボール長老 か らバ

プテスマを受 け，同長老 によって タイ ン川河畔のニ ュー カッ

スルへ伝道 につかわ され ま した。そ こで４７名にバプテスマを

授 けま したが，その中にはフ ィービー嬢 も含 まれて いま した 。

そめのちに ノーブーか ら，召 しに応 えて英 国に派遺 され ま し

た。 この時 にベ ンソン氏 はフ ィービー嬢 と結婚 し，彼女 を伴

ってソル トレーク大盆地 へわた りま した。 しか し休息す る暇

もな く，ふ たりはブ リガ ム兄 弟か らセ ンター ・クリークに入

植せ よとの召 しを受けま した。 さ らに荒野へ ２５０マイル入 っ

た地点で した。

私 はベ ンソン兄弟を知 ってい ま した。彼 は主 を愛 して， 召

され る場所へ はどこへで も赴 きま した。

聞き手：

「山の上や荒れ る海 を
」讃 美歌 １００番 を ２番 まで歌 う。

リチャード：

１８８６年 の ４月，私 は大塩湖 まで１５日間馬車 に揺 られて大会

に出席 しました。 ソル トレークの神 のタバナ クル に聖徒た ち

と共 に集 いま した。 ヒーバー ・Ｃ ・キンボール兄弟が私の名

を呼ぶのが聞 こえま した。

ヒー バ ー ：

リチ ャー ド・ベ ンソ ン，大 ブ リテン島へ伝道。

監督：

あ とで， リチ ャー ドは ヒーバ ー兄弟 と少 しの会話を交 しま

した。

ヒーバー ：

ベ ンソン長老， 出発 はいつが都合よいで しょうか ？

リチャード：

そうですね， キンボール兄弟，家 に帰 って妻 に話 してみな

くて はな りません。

ヒーバー：

リ チ ャ ー ド兄 弟 ，そ れ で は １ヵ 月 も 遅 くな っ て し ま い ま す 。

リチ ャー ド：

しか し

ヒーパー ：

何 か言 うことがあ ります か。

リチャード：

ええ……穀物 の刈 り入れ や耕作や種 まきが あります し， こ

の冬 や来年 の冬 に備 えてフ ィー ビーや子供た ちのため にた き

ぎを作 らな くて はな りません。

ヒー バ ー ：

リチ ャー ド兄弟，私 はフ ィービーさんを知 っています。あ

なたが いな くて も彼女 はや るで しょう。 あなたの別れの挨拶

を監督 に託 し， ご家族 の面倒を見 るように頼 んでおきま し ょ

う。幌馬車隊が あさって ミズ ー リに向かいます。ベ ンソン長

老，神が あなたを祝 福 されますよ うに。抗夫 や水車大工 や石

工た ちを連 れて帰 って下 さい。われわれを助 けてシオンを築

く技術 と信仰を持つ人々を。

リチャード：

私 はなぜでかけたのだろ う。 フ ィービーに別れの言葉 を言
づ

∵ 」
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いに戻 りもしないで。 それ は，私 もフ ィービーを知 っていた

か らだ。私 にバプテスマを授 けた ヒーバ ー ・Ｃ ・キンボール

兄弟は，彼女 に とって も神 の しもべ に変 わ りない。そ して キ

ンボール兄弟が男に 「行 け」 と命 じる時，み よ，彼 は行 くの

だ。

監督：

リチ ャー ド・ベンソンの妻 フ ィービー・フ ォリスター， １８２０

年 出生， １９０４年死亡。

フィービー：

監 督が戸口に立 って こうおっ しゃった時，私 はど う感 じた

こ とか ……

監督：

あなたのご主人 は， フ ィービーさん，あなたの ご主 人は今

平原 を旅 して いる途中です。英国伝道 に召 されて。

フィービー：

私 は打 ちのめ されたよ うに呆 然 と立ちつ くして いま した。

２年 聞。２４ケ月， ７２０日， １７，５２０時間，彼 は家を留守にす る

のです。夫は行 って しま った。 いった いどう して，家に戻 っ

て その ことを私 に教 えて くれなか ったのだ ろう。

監督：

わけをお話 しま しょうか ？ベ ンソン姉妹。

フィービー：

私 は子供 たちを見 ま した。子供 たちは目を丸 くしてぽかん

と，監督 と私を見 くらべてい ま した。私 は夫の言 ったであろ

う言葉 を知 ってい ます。そ して私 が言 ったに違 いない言葉 も

わか ってい ます。私たちは主の召 され る所 に行 かな くてはな

らない ことを承知 してい ます。で も，いったいなぜ ／家 に戻

る こと くらいはで きたはずなのに。

いえ， もう出発 したのな ら…… １ヵ月早 く帰 って くるで し

ょう。みんなはいつ も，私 が どんなに悪 い時 で も何 とか やっ

て い くと言 っていま した。私 はそ うしなけれ ばな りませんで

した。 １日 １日と， ７２０日も。仕事 は全部私 にかか って きま

した。家の内 も外 も，すべての勘定 書か ら子供 の世話 や懲罰

まで，みな私の仕事 にな りま した。病気 の時，喉頭炎 やコ レ

ラや天然痘の時，夜，泣 き叫ぶ声は私 を呼びま した。 いつ も

いつ も私を。

しか しどうや らお金は足 り， たきぎ も燃 えつきず，麦 は減

り方が少 ないようで した。私 たちは カレンダーの ７２０枚の紙

をめ くり終わ るまで，暖炉の上 の時計 が １億 ２千 ６１４万 ４千

回目の振 り子の音を させ るまで，何 とか １日 １日持 ちこたえ

３０２

ま した。 そ して とうとう，夫であ り父であ る人 が戸 口に立 ち

ま した。私 たちは，主が望む所へ行 く人 々の味 わ う喜 びを知

っています。

聞き手 ：

「山の上 や荒れ る海」の ３番
， ４番を歌 う。

手 車 隊

登 場 人 物

語 り手 １

ブ リガ ム ・ヤ ン グ

エ リザ ベ ス ・テ ー ト

シ ェー ン

語 り手 ２

サ ラ

ポ リー

ポ リー の 母

チ ブ レッ ト・ボ ー イ

ウ イ リア ム ・テ ー ト

語り手１：

シオ ンへの集合は，ほ とん どの改宗者が 目標 とす るところ

で あった。．しか しソル トレー ク市 の教会本部 までの旅 は， ヨ

ーロ ッパか らの移民者 に とっては，船旅 に次 ぐ陸路の旅 で並



み大抵の ものではなか った。教 会員 を最 も短時 日に，困難 も

少な く，中央の シオ ンのス テーキ部 まで送 り届 ける仕事 は，

いろいろな方法で試み られた。１８５３年 に，ブ リガ ム ・ヤ ング

は荒野 を横断す る手車隊 と手車の使い方 について こう書 き記

して いる。

ブリガム ・ヤング：

各家族 は牛，手押 し車，一輪の手車 ヂ少量 の小麦粉 を持 ち

不用品 は皆 置いて ミズ ー リ川を出発すれば，厄介 な家畜 をつ

れ， ぎ ょうぎ ょう しい隊列を組むよ りも速 く，疲 労 も少ない

状態で ここに到着す るで あろう。彼 らは早 く到着 でき る。 た

とえ早 くな くとも，かか る費用 はず っと少な くてすむ， もっ

と早 く出発すれば例年大勢の兄弟を塵に埋め る流行病 を避 け

ることが できる。 ミズ ー リ出発の 日か ら９０日分 を確保 するだ

けで よい。 １倉 の手車 あるいは大家族 な らば ２台の手車 で，

横断 の必要品 は皆運べ るで あろう。

語リ手１：

こうして入 々は集合 し， ユタへの１９００キ ロの歩行旅行 に備

え，手車 を用意 した。 それ までの人生 の どのよ うな出来事 も

比較 にな らない この旅 に際 して，人々の背景は それぞれ異 な

っていた。

エリザベス：’

私 はエ リザ ベス ・ゼ ビアー ・テー トです。－私 は１８３３年 にイ

ン ドのボ ンベイで生 まれ，上流 階級 の富裕 な家で育 ちま した 。

イ ン ドの最高 の学校で学び，１４歳で大学を卒業 しま した。 イ

ン ドにい る家族 は，私 が教会 に入 るのを喜び ませんで した。

夫の ウィ リアムと教会 を捨てて イン ドに留 まるよ うに勧 めま

した。で も私 は幼 い息子を突然 コレラで亡 くしてか ら，両親

や友 人の頼 みに耳 を貸 して はいけな いと悟 りま した。夫 は私

よ りも先 に シオ ンへ 向かいま した。私の健康状態が，その時

一緒 に行 くには耐 え られなか ったた め， あとで出発す ること

にな ったのです。

出発の時に，私 は家族か ら勘 当され ま した。英 国への旅 は

私 の経験 した うちで最 もつ らい旅 のひとつ とな りま した。末

の女 の子 が病気 にかか り，私が途方 に くれてい る間に死 んで

しまいま した。

アメ リカに着 いてか らは， ウ ィー リー隊 とも呼ばれた第 ４

手車 隊１に加わ ることにな りま した。

ン 工 一 ／ ．

父の ジ ョン ・オ ロー トン，母 のア リス，姉 と妹 と私 は，英

国か らニューヨー ク州 へわたって きま した。そ こか ら鉄道 で

アイオワ州へ行 きま したが，そ こでは聖徒 たちが集 まって手

車隊を組織 して いま した。私 は１５歳 で，まんなかの次女で し

た。私 の家族 は聖徒の第 ５団， マーチ ン隊 ２に割 りあて られ

て １８５６年 にソル トレーク盆地へ向か って出発 しま した。

１， １８５６年 ８月 １５Ｅ↑，５ＧＯ名 が 移 動 開 始 ， １８５６年 １１月 ９ 日到 着 。

２． １８５６年 ８月 ２９日， ３０日， ５７６名 が 移動 開 始 ， １８５６年 １１月 ３Ｇ日到 着 。

語り手１：

１８５６年 に構成 された ５組 の手車 隊の うち， ３組 はたい した

困難 に も遭わず にソル トレーク盆地 に到着 した。 あ との ２組

ウ ィー リー隊 とマーチ ン隊は，幾度 か遅 延 した後， この ２隊

で筆舌 も及 ばな い非常 に高価な犠牲 が払 われた ことが判 明 し

た。

語リ手２：

エ ドワー ド・マーチ ン隊の構 成は，５７６名の男女子供 ，１４１

台 の手車， ７台 の幌馬車，３０頭 の雄 牛， ５０頭 の肉牛 および畜

牛で あった。牛車 は，前 に行 った幌馬車 のわだちをたどれ る

よ うに，同 じ幅で作 られた。い っ しょに何人 で もひっぱる こ

とがで きるよう，前 には一本の横 木がついていた。 ほかの人

は車 を押 して荷を運ぶのを手伝 った。旅 の前半 は支障 な く進

んだ。

ン ェ ー ／ ．

私た ちは道々歌い ま した。 ほこりにまみれた服 や陽 に焼 け

た顔 を見 なか った ら，人 は私たちが アイオ ワ市 か ら，長 く苦

しい ４５０キロもの道の りを旅 して きたなど とは， だれ も想像

で きなか ったで しょう。道を進みなが らい ろいろな歌 を歌 い

ま したが， その ひとつ は 「押 した り引いた り」で した。

語リ手２：

手車隊が ２度 目に滞 留 した地点は， ネブ ラス カ州 フロー レ

ンスで あった。 Ｊ ・Ｈ ・レー トリーはのちにジ ョン ・テイラ

ーに こう書 き送 ってい る
。 「ウィー リー隊 とマ ーチ ン隊 は，

荒野横断 に耐え られない手車だ ったので，ある車 は心棒 を取

り換 えな くて はな らず， どの車 も木の摩滅 を防 ぐために鉄片

をね じ込 まな くて はな らなか った。そのために通常 よ りも長

時 間 ここに滞在 した 。」

ン ェ ー ノ 。

マーチン隊は８月２４日に，シオンへ旅立ちま した。道を行

く大勢の移住者は手車をひいて歩 く私たちを笑いましたが，

私たちは気にしませんで した。良いお天気で道 もすばらしく

良い状態で した。私は病気で，家族は皆夜になるとへとへと
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Ｌ

に疲れましたが，シオンへの道は栄光に輝 く道だと思いまし

た。

サラ：

私は英国で初めて回復された福音を聞き，それが真実であ

ると確信できましたので聖徒たちと一緒にならなくてはいけ

ないと思いました。私は手車隊が組織されていたときにアイ

オワ市でジョンに会いました。彼 も英国出身の改宗者でとて

も素晴 らしい人でした。アイオワか らネブラスカまでの長い

旅の間に，私たちはよく知 りあうようにな り，シオンに着い

たら結婚す ることに決めました。

ン ェ ー ノ 。

男の人や女の人が押 したり引いたりする手車が，ところど

ころに物資運搬の幌馬車や乳牛の群れをはさみなが ら，曲り

くねって続いて行 く様子は色彩にあふれて壮観で した。

エリザベス：

多 くの手車は，持ち主が思い思いに趣向をこらして色を塗

っていました。またあちこちに 「真理は広まる」，「シオン行

急行便」，「祝福が苦労に続 く」，「楽 しいモルモン」などと書

きつけられていました。時々歌 う 「押 したり引いた り」の行

進曲が，単調な一日の救いとなりました。

語り手２：

自主的に保たれた秩序 と厳格な隊の規則のおかげで， １日

に２０キロ前後，着実に進んでいった。男 も女 も子供 も一様に

しんぼう強 く歩み続けた。疲労 した者や病人だけが物資運搬

の幌馬車に乗せ られて休んだ。

サラ：

夜は休息 とレク リエ ーシ ョンの時間で した。夕食後家族 の

た き火が燃 え始め ると，キ ャンプ ファイヤ ーの炎が あが り，

それを合図 に皆 が集 ま りま した。若者 は歌 い，即興 のゲ ーム

を楽 しみ，だれ もが就寝 の時間まで夕 べの気晴 らしに打 ち興

じま した。 ．

語り手１：

た き火を囲む円陣がだんだん小 さ くなるにつれ，皆静 かに

な って いった。 そ して，消えてい く残 り火 の上 を静 かに流れ

るのは，全員が声を合わせて歌 う，幾 千の旅人 を励 ま してき

た歌の数々で あった。

聴衆：

「恐れず来たれ聖徒」讃 美歌２３番を歌 う。

語り手２：

「恐 れず来たれ聖 徒」の讃 美歌 は， １０年前 に西部へ向か っ

３０４

た開拓者か ら，今彼 らにな らって西 をめざす幾多の人々 に，

歌 い継がれて きたのであった。歌 は英語 のみな らず外国語 で

もな じまれた。歌 も終 りになる と，皆 は毛布を取 りにもどっ

た。そ して最後 の就寝 ラッパが闇 に吸 い込 まれ るよ うに消え

ると，開拓者 たちは荒野 を枕 に眠 りにつ いたのであ る。

エリザベス：

霜 のお りた夜 があったかと思 うと，秋が早 くや って きま し

た。山の斜面 のポプ ラの林 は黄色 く色づ き，、カシの木の深紅

のはん点模様 が，近 づ く冬を知 らせて いま した。マ ーチ ン隊

は ワイオ ミングの広 い平原を下 ると，希望 に胸を躍 らせてプ

ラッ ト川 をのぼ りま した。

ポリー：

私 が１３歳 の ときに家族 は英 国のサセ ックス州 ブライ トンで

この教 会に加入 しま した。両親 はシオンの聖徒 に合流 しよう

と決 心 し，父は持 ち物 を皆売 り払 って アイオワ市 までや って

来 ま した。私 たちはそ こで ４頭 の雄牛 と ２頭 の雌牛， １台の

幌馬車 とテ ン トを買 いま した。 そ して物資運搬 の幌馬車 と し

て マーチ ン隊に加わるよ うに割 り当て られ ま した。私た ちは

１日に２５キ ロ余 りを進 んでプ ラッ ト川 に着 きま した。大 きな

氷塊が川を流 れ下 っていま した。 きび しい寒 さで した。翌朝

１４人の死者 が出ま した。私 たちはテ ン トに戻 って祈 りを捧げ

「恐れず来たれ聖徒
，進 み行 けよ」 と歌 いま した。私 はその

晩母が どう して泣 くのか不思議 に思 いま した。翌朝 にな ると

私 に妹が生 まれま した。 ９月２３日で した。 その子 にエデ ィス

とい う名前をつけま した。エデ ィスは ６週 間経 つ と死 に， ス

イー トウォーター川 の最 後の橋 のた もとに埋 め られ ま した。

語り手１：

ララ ミー砦のふ もとにキ ャンプを張 った旅人 たちは，失意

の うちに，１０月の朝を迎えた。頼 みの網の食糧 や衣料 は容赦

な く減 ってい った。ひ とりあた りわずか ７キ ロ半 ほどの衣料

は， いてつ く朝にはほ とん ど用をな さなかった。

ン エ ー ！ ．

毎 日毎 日人々はつ らそ うに手車 を押 しま した。屈強 な男た

ちの まな ざ しは妻を気づか っていま した。子供 たちはだれ言

うともな く，両親にぴ った り寄 り添 って とぼ とぼ と歩 きま し

た。 のろの ろと動 く列 に落葉 が舞 い落ち ると，女 たちはシ ョ

ールを きつめ に巻 きなお して，心 もち頭 を下 げ，前進 するの

で した。

語り手２：



’

急に雪まじりの突風が吹きつけてきた。最 も恐れていたこ

とが現実となったのである。刻々と不気味な雪が死のわなを

しかけるように積もっていった。靴 はすり減 り，外気にさら

された足は濡れてこごえた。衣料は湿ったり凍りついた上 に

体を包む着がえの服はほとんどなかった。その上さらに深刻

なことは，食糧が割当ての分量を最低に減 らしてもあと数日

分しか残っていないことであった。 、．

チズレット・ボーイ：

食糧が足 りなくなり始めた頃，ある日野牛の群れがそばを

通 りかかり，男たちは２頭をしとめました。その夜はすば ら

しいごちそうで した。

私の家族は野牛の肉を切 り取って， 日曜日のために手車の

中に取っておきました。私はとてもおなかがすいていたので

手車を押 しながら肉のおいしそうな匂いがただよって くると

どうしてもがまんできませんでした。私は小さなポケットナ

イフを持 っていましたので，それで午前 と午後，ひとかけら

かふたかけらの肉を切 り取 りました。私は厳 しいむちの罰を

受けるだろうと思っていました。父が肉を取 りにやって来た

時，私に肉を切り取 らなかったかと聞きました。私は答えま

した。 「はい。とてもおなかがすいて，手をつけずにはいら

れなかったんです。」 父はただ後ろを向いて， こぼれる涙を

拭っていま した。

語り手２：

マーチン隊は，開拓者がかつて経験 したことのないほど早

い雪に見舞われた。吹雪は繰り返 し襲い，雪は積もり続けた。

男たちは，足がいてつき，指は凍傷にかかりながらも，熱病

に冒された子供を抱 く母親たちのためにとぼ しいたき火を絶

やさなかった。

ン ェ ー ／ ．

私 は雪 の中で途方 に くれて しまいま した。両足がか じかん

で しま ったのです。男 の人 たちが雪で私を こす りま した。足

をバケツの水 につけま した。 とて も苦 しい もので した。一行

．がデ ビルズ ・ゲ ー トに着 くと厳 しい寒 さが襲 って きま した。

私 たちはその場 に多 くの持 ち物 を置 き去 りに しま した。私の

兄弟の ジェームスはその夜， いつ ものように眠 りにつ きま し

たが朝にな ると死 んでいま した。

エリザベス：

翌 日には救援隊 が来 るだろ うと祈 りなが ら，食糧 の配給が

さ らに減 りま した。 しか し翌 日になる と，救援で はな く死が

訪れ ま した。初 めにひ とり， そ してひ とり， またひ とりと。

油 が尽 きて ランプの火が消 えるよ うに，す う一っと命が消 え

て行 きま した。

ン エ ー ノ ・

死んだのは男の人たちでした。病人ではない彼 らがすっか

りこごえていました。朝墓穴を堀 って，夜の来る前にその穴

に埋められた男の人 もいました。

エリザベス：

男の人たちは靴がすり切れて，そのため転んでしまうほど

でした。彼 らはズ ックの生地や麻布のひもや衣類で足を縛 り

ました。そのようにしても足はひび割れが してずきずき痛み

血が流れました。それは雪の上に血の跡が残るほどで した。

語り手２：

飢えは深刻であった。手車の車輪のスポークを結び合わせ

るのに使ってあった生皮を煮てスープに し，聖徒たちの命を

つないだ。

ン エ ー ／ ．

ひ と晩で ６人， ８人， ９人 ，１０人 も死者 の出た ことが よ く

あ りま した。翌朝 にな ると，死者 は道 のかたわ らに埋葬 され

ま した。 ある晩 などは，１８人が亡 くな りま した。地面 は堅 く

凍 って雪が深か った ので，大 きな穴をひ とつ堀 り，全員をい

っ しょに埋 めま した。

サラ：

私 の恋人 はワイオ ミングの平原 で肺炎にかか り，結婚 しな

い うちに死 んで しまいま した。私 は兄弟た ちに頼んで，長い

縁飾 りのついた私 のシ ョールで彼 の体 を包んで埋めて も らい

ま した。彼 が服 をまとわず に，土 をか けて埋 め られ ることが

とて も耐 え られ なか ったのです。

語り手１：

ソル トレー ク市 では大会 が開 かれていた。 ブ リガム ・ヤン

グは演 壇に登 ると，聖徒 た ちに話 しかけた。

ブリガム・ヤング：

お話 したい ことがあ る。１８５６年１０月 ５日，手車 を引いた大

勢の兄弟姉妹が荒野に，現 在恐 ら くは ここか ら １，１２５キ ロの

地 点にい る。われわれは救援 隊を送 らな くてはな らない。 目

標 は，彼 らを ここに連れて くることであ る。われわれの兄弟

を救出す ること， これが今私の求め る救いであ る。牛 は送 ら

ず に，良 い馬 とラバを送 りたい。彼 らは この准州内にい る。

われわれ は彼 らを迎えねば な らない。１２トンの小麦 粉 と４０名

の御者 も送 ろう。

エリザベス：

３０５
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喜びの声が空にこだま しま した。屈強な男たちは， しわの

刻まれ，陽焼け した頬を涙がつたうにまかせて泣きました。

幼ない子供たちは喜んで踊りまわりま した。

ウィリアム・テート：

私はエリザベスがその隊の中にいることを知 っていました

が，妻の到着する日が近づ くにつれて，再会を考えると喜び

と不安が増 しま した。その年の冬が例年になく早 く訪れ，寒

さが厳 しくなると，不安は押え切れないほどに高まりました。

私 は愛する妻に会うため，救援隊に志願 しました。途中で感

じた恐れと無力感は，とうてい口で言い表わせません。われ

われは間にあうのだろうか。妻は生きているだろうか。

１０月３１日までに，遭難者救出に２５０組が派遣されました。

１０月２０日，最初の救援馬車がウィリー隊を見つけました。

語り手１：

ほかの救援隊は，マーチン隊めざして進んだ。それでもな

お数 日が生死を分け，死者の数はふえていった。やっと救助

隊が雪の障害を突破 したとき，救い得たのは隊の一部だけで

あった。

１１月３０日，生存者がソル トレークに初めて到着すると，シ

オンの人々はどんな苦労 もいとわず，彼 らの看護 と世話に専

心 した。到着の知 らせは日曜の朝の礼拝のときにもたらされ

た。プ リガム ・ヤングは，キリス ト教信仰の真の原則にのっ

とった宣言をして，す ぐに散会を命 じた。

ブリガム・ヤング：

彼 らが到着 したら，収容所に彼 らだけで住む姿を私は見た

くない。彼 らをこの町で不自由のない立派な家に割り当てて

いただきたい。今私の前にいる姉妹たち，また看護できる人

たち，方法を知っている人たちは皆，彼 らを看護 し，世話 し

てゴ慎重に薬を与え，食物をあげていただきたい。午後の集

会は中止する。姉妹たちは家に帰って，今到着 した人たちの

ために少量の食べ物と体を洗う用意，看護の準備をしていた

だきたいか らである。祈ることもよい。 しかしこの場合は焼

いた芋やプリンや ミルクが必要である。祈 りがその代 りをす

るわけではない。時と場合に応 じて，あらゆる義務をまっと

うしなさい。

語り手２：

そして大管長は率先 して範を垂れ，管理監督に，移住者の

中に住まいのない人がいたら，ひとりといわず何入で も自分

の家に連れて来るよう指示を与えた。

ン エ ー ノ ・

３０６

父 のジ ョン ・オロー トンと母の ア リス，それ に姉 は，救援隊

が プ ラッ ト橋 の近 くたや って来 る前 に死んで しまいま した。

私 たちが ソル トレーク盆地 に着いた 日に，妹は雪にさ らされ

たのが原因で死 にま した。オ ロー トン家の中で生 き残 ったの

は私 だけで した。 ほかの人たちは シオ ンを見ず に世 を去 りま

した。で も私た ちは，別れ るのは短 い間だけである ことを知

って います。 この別離 は福音 のために払 う高 い代価ですが，

その価値 はあ ります。なぜな ら，神 さまは生 きてい らっ しゃ

って， この教会は真 の教 会だか らです。

ポリー：

私 の足は凍傷 にかか りま した。兄 も姉 もそ うで した。見わ

たす限 り一面に雪で， ワイオ ミングの寒風が吹 きつ けて いま

した。 テン トを張 るために くいを打 つ ことがで きな い くらい

で した。私 たちは一体 この先 ど うなるか全 く不安で した。そ

んなあ る晩，ひ とりの男 の人 が私 たちのキャンプにや って き

て，ブ リガ ム ・ヤ ングが私 たちを救助 しに人 と馬車を派遣 し

た と告 げま した。私 たちは歌 を歌 いま した。 ある人 は踊 り，

あ る人 は叫 びま した。

母 の容態 は良 くな りませんで した。母 はユタの リトル ・マ

ウンテ ンとビッグ ・マウンテンの中 ほどで亡 くな りま した。

４３歳 で した。私 たちは最後 の移住者 にま じって，１８５６年 １２月

１１日の夜 ９時 にソル トレーク市 に着 きま した。生存者 ４人 の

うち ３人 まで凍傷 にかか って いま した。母 は幌馬車 の中で死

にま した。翌朝早 くブ．リガム ・ヤング大管長が私 たちの とこ

ろに来 て くださいま した 。私 たちの状 態や凍傷 にかか った足

や死 んだ母 を見 ると，大管長の頬 を涙 がつたいま した。

姉 たちが母 に葬 るときの衣 装を着せてい る間，医師 は私 の

か か とを切断 しま した。足を固定 して もらうと，私 は皆 に運

ばれ て母 と最後 の対面を しま した。その午後，母 は埋葬 され

ま した。

私 は時々，母 が英 国を発 つ前 に言 った言葉を思い出 します。

ポリーの母：

ポ リーや，私 はあなたたちがキ リス トの福音 の中で成長で

きるように，まだ小 さい うちに シオ ンに連れて行 きたいの。

この教会が木当の教 会だ と知 っているか らよ。

語り手１：

エ ドワー ド ・マーチ ン手車隊 は， １８５６年７月２８日，総勢５７６

名で アイオ ワ市 を発 った。 その後 ４ヵ月間で １３５名を失い，

１８５６年１１月 ３０日， ソル トレー ク盆地へ到着 した。すべては善

し；すべては善 し。



方 針 と プ ロ グ ラ ム

教会の方針 とプログラムは，教会員が教会内で調和のとれた生活を送れる

ようにと定められたものである。 これら公式の指針は， 「神権会報」と呼ば

れる公報によって神権指導者 と補助組織指導者に伝えられており，ほとんど

はこれから引用されている。またその他一般的な事項 も時折掲載される。

青少年は教会の標準を

守る必要がある

教会の若い会員に対 して，教会外の

団体 （ボーイ ・スカウト，学校，国や

地方の団体）から，大会，旅行，その

他の活動への参加の招待がしばしば寄

せられている。青少年に適切な準備が

できていれば，それらに参加すること

は伝道に大いに役立つであろう。 しか

し現在教会の青少年が守っている標準

の多くは，教会外の団体で受け入れら

れていないことを教 えてお く必要があ

る。 （両親は）教会外の集 りに参加す

る青少年に，教会の標準を守る気持を

強 くもつように勧告すべきである。一

一神権会報

レッス ンには指定のテ キス トを

使用する こと

教会から出版されたテキス トに述べ

られていない政治，社会問題，あるい

は哲学上の考えを，個人 または グルー

プに，教会の組織 で表明させ る ことの

ないよ うに していただきたい。 また，

個 人またはグループに， このよ うな考

えの述 べ られている書籍 やパンフ レッ

トを読 むよ うに，教会 の集会 や組織で

勧 め るのを許 してはな らない。

教会 の指導者 は，政治 に関す るち ら

しの配布 や……その他 の活動を伴 う資

金調達 プロジェク トを後援 した り，認

めた りしな いようにすべ きであ る。一

一神権会報

催眠および同様の事項を

避けること

グループ催眠φ実演，あるいは一般

の心理制御課程に加わった人々が，不

幸な結果に陥っているという報告が届

いている。……指導者は， このような

活動に加わ らないように，教会員に勧

告すべきである。また，教会の指導者

は，これを後援 したり，奨励 したり．し

てはならない。一 神権会報

系図の仕事における

責任の系統

直系先祖を捜 し出して，家族の記録

を完成 し，ついでその系図の情報を系

図協会に提出 して神殿の儀式が行なわ

れるようにするのは，教会員の責任で

ある。神殿の仕事は，教会員の傍系の

親戚のためにも行なうよう要求されて

いるが，これは特権であって，責任で

はない。

在世中に当時者を含む特別な結び固

めがあった場合，責任の系統が変わる

ことがある。この特別な結び固めは，

再婚，離婚，養子縁組の結果生 じる。

責任の系統を変更する問題は，系図協

会に問い合わせること。系図協会はこ

のよ うな事情を との ように処理する

か，大管長会か ら指示され て い る。

一 神権会報 踊

．嗣
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神 との交わ り
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私たち人間は，神聖な霊と肉体が結合し

たもので，このどちらも特別な栄養を必要

としている。肉体は一日に数回食物をとる

必要があり，霊もまた，霊的な食物をたび

たびとる必要がある。

私たちはまことに肉なる自己，私たち自

身 （霊と肉体）にとって，定まった時間に

たびたび沈思黙考する以上に生気を得る方

法はない。読み，経験 し，祈り，学んだ事

柄を，定期的に静かに内省することによっ

て，私たちは人生のあらゆる経験を初めて

自分自身の糧として消化できるのである。

円常の忙 しい仕事から逃れて 「創造主」

と交わした誓約を新たにし，神 と心から交

わる機会を得，複雑かつ壮観な大自然に思

いをめぐらすのはすばらしいことである。

自分が一体何者なのかを知 り，また私たち

の神聖な起源と行 く末に思いをはせるのは

大切なことである。

私たちが以上のことを習慣 として規則正

しく行ないさえすれば，私たち自身は正 し

く育まれるのである。それゆえに毎日規則

・㌧
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１灘 １”

的に霊的な休息をとる必要がある。

このために，毎日ひとりで静かに自分の

ことを考えられる心地よい場所を捜 し出す

ことが大切である。家庭はそのような聖な

る所であ り，あ らゆる混乱からの避け所で

ある。また，近 くの公園や広場もそのよう

な場所になり得る。ひとりで静かに祈 るた

めに森へ行 く人もいる．確かに，私たちは

だれでも皆，完全に自分のプライバシーを

守りたいと願っている。 しかし要は定期的

に自己を見つめられる場所を捜すことであ

る。

次に大切なことは，時間を見つけること

である。そのためには，普段よりも早起き

する必要があるかもしれない． さもなけれ

ば，だれのためでもなく自分のためだけに

仕事が終わった直後に少 しの時間をとるこ

とである。

興味深いことには，いわゆる肚界で大宗

教 といわれるもののいくつかは，口の出と

日没が神 と交わるのに理想的な時間である

ということで一致 している。 この時間は，

自然の栄光がその偉観を現わ し，私たちに

…層身近に感 じられるときのように思われ

る。場所を設けるだけではな く，定期的に

時間をとることもまた大切である。
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人はだれでもいつも，霊的なまた物質的

な食物を切望 している。しかし，自分の救

いを求めるか否かは，なお個入にかかって

いる。

規則正しく自分のことを考え，神 と交わ

るためにどのような計画を立てているであ

ろうか。もし私たちが白分自身を育むなら

すべてはひとりでに良くなっていくという

ことを，私は自分自身の人生の長い経験か

ら申し上げたい。
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お は な し ： ドー ン ・ア セ ィ
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トッ ドくんが，「ふ とら くえの上 を見る と， 白い

ふ うとうがおいてあ．った。 トッ．ドくんはじろ りと

ふ うとうをに らみ，ゆ っ くりと手 に と って あ け

た。ふ うとうの中にはい っていた ものは・…・・はた

して，一 まいの カー ドだ った。 カー ドには 「ぼ く

は， きみ のともだ ちだ」 とかい七あ った。 そ うし

て そのう らには／ くろ ぐうとしもんがの こして あ

つた。

トッ ドく．んはかんがえた。 「この カー ドをお く

って きたやつは，ぼ くのたんてい七つ ど うぐを し

って いるやつに ちがいない……」 ∴美

トッ ドくんが虫めがねを とり出 して， カー ドに

つ いてい る しもんを しらべてい ると，弟 のアン ド

リューがや って きた。

「それ，なあに」 とア ン ドリューはきいた。
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トッ ドくんは虫めがねをおいて， うるさそ うに

「きみ にはかん けいないよ」 とい った。

「ふむ， あや しいやつの しもんを， あつ めてみ

よ う』 と ト吻 ドくんはか冷がえた。 ぐ して， １分

もだた嫁 い うち’に ガー ドのぬ しと思 われ るやつ の

リス トを作 った♂

トゲ ド「くんが，たん七い七 っ どうぐを こわきに

かかえて げをか んを出てい くと 「どこへ行 くの」

とナン叫 ズ がい。た。 へ

「だ いじな，１ようが あるんだ勘 と トッ ドく
、んは

てこだえた
。 ト・．ッ ドくんは，ほん とうのたんていを

す るのは， き ょうがはじめてであ る。 まず トミー

の家へ行 くことに した。

だれ の家へ行 って も， どういうわ けか， みない

やが らず に， しもんを と らせて くれた。 トッ ドく
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んは， じけんがかいけつ した ら， ど うなったかを

みんなにお しえてあげ るとや くそ くした。

そ して家 へかえ り， あつ めた しもんを虫 めがね

で しらべた。

「みせ て」 またア ン ドリューだ。

「うん， だけ どうる さくす るなよ。 しんけいを

つか うしごとなんだか らな」 と トッ ドくん はこた

えた。

だが， い くらさが して もカー ドとおな じ しもん

はない。 『こいつ はい ったい，だれの しもんだろ

う』 トッ ドくん は くびをひね った。

「名 まえをかかないで， しもんをつけてお くな

んて，て きもあた まがいいね。 そ う思 わない ？」

とアン ドリューが きいた。

「そうさ， しか しこの カー ドをお くってきたや

つは，ぼ くとおんな じことにき ょうみを もって い

るやつに ちがいない。 そ うと， けん とうはつ いて

い るのだが… …」 トッ ドくんはまゆをひ そあた。

「しか し…… この しもんはだれ の しもんともい
っ

ち しない」。

「よ くしらべ たのか い」 ア ン ドリュ ｒが た ず ね

た。

３１０

「うん，見 て ごらん」 トッ ドくんは， しもんを う

つ したかみをア ン ドリューに手わた しなが らい っ

た。 「これ が トム， これ がシー ン， これは ピー タ

ーのだ 。」

その とき／ イン クのつ いた紙をつかんだア ン ド

リューのゆびはま っくろにな った。

トッ ドくんはは っと して弟のかおを見 た。 「ち

ょっとまて， ともだ ちをひ とりわすれていた」 ト

ッ ドくんはさけんで， スタンプ インクのふたをあ

けた。

そ して アン ドリューの手をつかみ， そのゆびに

スタンプ インクをぬ りつけ， カー ドの しもんの下

にお した。

アン ドリューは トッ ドくんを見て に っこりとわ

らった。

このなぞは虫 めがねをつかわな くて もす ぐにと

くことがで きた。 この しもんはア ン ドリューのだ

った。弟 がいちばんの ともだ ちだ なんてだれが気

づいただろ う／
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か い ぐん

前に，私は海軍の飛行士 として，大きな
こうくう ぼ かん

航空母艦で働 いていま した。航空母艦の一

回の航海は，３０日くらいです。そしてひっ

ようなものはほかの船が運 ん で くる ので

す。船は私たちの航空母艦 とならんで進み
し ょく り ょ う

なが ら，食糧や手紙や修理部品などをケー
くう ぽ

ブ ルで， 空 母 に運 び こみ ます 。 とき には荷

が ほ どけ て， 空 母 の デ ッキ に ごほ れ る こ と

が あ ります 。

あ る 日， 私 が デ ッキを 歩 いて い る と， ち

ょう ど くだ もの の荷 を 運 び こん で い る と こ

ろに行 き あ い ま した。 す る と， オ レ ンジの

箱 が こわれ て ， 大 きな オ レンジが ひ とっ私

の 足 も とへ ころが って き ま した。 私 は そ れ

を ひ ろい あ げ， パ イロ ッ トた ちの部 屋 へ 入
たい

って行 き ま した。 そ こに は私 の 隊 の パ イ ロ

ッ トた ちが いて， 船 か ら と どい た手 紙 を 読

んで い ま した。

私 が 部 屋 に入 る と， パ イ ゴ ッ トた ち は い

っせ い に オ レンジを 見 ま した。 新 せ ん な く

３１２
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響
ヨ

だ もの が運 ばれ て くる こ とは， ご くまれ で

した。 み ん な の 口か らは 今 に もよだ れ が こ

ぼ れ そ うで した。 私 は気 づか な いふ りを し

て オ レンジの か わを む き，半 分 に して， い

くふ さあ るか数 え ま した。 オ レンジの ふ さ

は パ イ ロ ッ トた ちにふ たつ ず つ わ た るだ け

あ りま した。 私 が ６人 の仲 間 にび ょう ど う

に オ レ ンジを わ け る となか まは み ん な私 に

お礼 を言 い ま した。

．そ の 少 しあ と， ひ と りの なか まが部 屋 に

か け こん で きて大 声 で 言 い ま した。 ｒお 一

か くの う こ

い， オ レ ンジが １箱 ， 格 納 庫 のわ き に落 ち

て 床 に ち らば って い るぞ 。」 なか ま た ちは ，

い っせ い に走 って行 きま した。

しば ら くす る と， み ん な オ レ ンジを ひ と

つず つ手 に持 って 帰 って き ま した。 そ して

オ レン ジのか わ を む き， さ っ きの お か え し

に と言 って ， お ど ろ い た こ とに ４ふ さず つ

私 に くれ た ので す。 み ん な が くれ た オ レン

ジのふ さを 合 わ せ る と， ゆ うに オ レン ジ ２

個 分 は あ りま した。

私 は， か ん たん な福 音 の原 則 を 学 べ た こ

とを ，私 の な か ま に感 謝 しま した。
む く

’私 は報 いを うけ よ う と して オ レン ジを 分

けて あげ たの で は あ りませ ん で した。 しか

し，私 た ちが人 に何 か を して あ げ る とき，
む く

それがどんな形であれ報いがないことはな

いのです。聖書は私たちにこう教えていま

す。 「あなたのパ ンを水の上に投げよ，多

くの日の後，あなたはそれを得 るか らであ

る。」 （伝道１１：１）私たちはかならず しも

「多 くの 日」を待つひつよ うは あ りませ
む く

ん。す ぐに報 いがある場合 もあります。

主は言われま した。 「これ らの最 も小さ

い者 のひとりに したのは，すなわち，わた

しにしたのである。」（マタイ２５：４０）主は

私 たちすべての者を愛 しておられます。そ

して，その子供たちがおたがいに愛や親切

やいたわ りの気持を示すのを見て喜ばれま

す。 ｒ家庭の中に愛あらば，み神は愛にほ

ほえみて……」（讃美歌３９番）

弛 ３１３ 」



瓜

頸

美 しい王妃

フ ー∂

お は な し メ ア リー ・エ レン ・ジ ョ リー

え． フ ィ リス ・ル フ

ペル シ ャとメデアの王， アハ シュエ ロスは新 しいおき さき

をえ らぼ うと考 えま した。国中の美 しいむすめたちは， みん

な， きれいな着物 をきせ られて，王の前へつれて行 かれま し

た。

その ころ， この国にエステルという美 しいむすめが住 んで

いま した。 エステル はむか しと りこにな ってユ ダヤか らつれ

て こられたモル デ カイのめいで した。エス テルが王 の ところ

へ つれて行 かれ る とき， モル デカイは エス テルに， 自分 がモ

ルデ カイの しんせ きで あることもユダヤ入 であ ることも口に

してはいけないと言 って聞かせ ま した。エステルは，両親が

死 んだあ と，ず っとお じさんの モルデ カイに育 て られたので

お じさんの言 うとおりに しま した。

アハ シュエ ロス王 は，エステルを見 た とき， エステルが と

て も美 しいので，す ぐに 自分のおきさきにえ らぼ うと考 えま

した。

謹．．

１

／

Ｇ
ｖ

ある日，国で一一番 え らい大臣 のハマンが き ゅうでんの門の

ところにいたモルデ カイのそばを通 りま した。大臣のハ マン

が そばを通 るときは， だれで もひざまず いて お じぎを しなけ

ればな らない ことにな っていま したが， モル デカイ は しませ

んで した。ユダ ヤのおきてで はそ うす ることはいけない こと

だ ったか らです。 ハマ ンはこ うまんな男で したか ら， モルデ

カイがひざまずかなか ったのを見て， とて もお こりま した。

そ してハマ ンは， 自分たちのおきて に しか従わず，王の法律

を守 らない民 がいます と王 にほ うこくし， その民をほろぼ し

て もよい とい うおゆ るしを もらいま した。

短

モルデ カイはこのことを知 り，エステルにユダヤ人を助 け

て くれるよ うに王 にたのんでほ しい と言いま した。 しか し，

おきさきで も王の おめ しのない ときに，王 の前 に出 ることは

で きませんで した． も しおめ しのないときに王 の前に出れば

王が しゃ くをのべて くだ さらない と， その人 は死刑 にされ る

のでず ，

銚 ＠八 ．論 論 《論 《論 《論 《論 《論 矯
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エステル はモル デカイとユダヤ人たちに， ことが うま くは

こぶ よ うに，断食 とお祈 りを して くれ るよ うに た の み ま し

た。 エステルが アハ シュエ ロス王に会いに行 くと，王 はお こ

らず エステルの望む ものは何 で もかな え て や る と言 い ま し
えんかい

た。 エステル は王 さまに 自分がひ らく宴会 に大臣 のハ マンと

いっ しょに来て くだ さい とたのみま した。

えるかい

宴会で， エステル はわた しはユ ダヤ人です と言 いま した。

そ して 自分 とユダヤ人た ちの命 を助 けて くれるよ うに王 にお

ねがい しま した。そ してエステルが王 にいろいろな ことを話

したので， ハマ ンが悪 い ことを くわだてた ことが王 さまにわ

か りま した。 ハマ ンはモルデ カイを木 につ る して殺そ うとた

くらんでいま したが， 自分が モル デカイをつ るそ うと思 って

用意 しておいた木 につるされて殺 され ま した。

／

建

《
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や きゅうのせ ん しゅ， バケツか らとびでた カエル，

むか しの じど うしゃ， うさぎ， じてん しゃ，た こ，

３とうのひつ じ， とり一 がか くれています。

ぜんぶみつけ られ るか な。
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ジ ョ ン ・ Ｍ ・ テ イ ラ ー

どの参考書 を開いてみて も，誘惑 に負 ける ことの愚か さに

つ いて はた くさん引用 されてい るが， それを どのよ うに して

避 けた らよいか とい う明確な指示はほ とん ど見当 らない。 し

か し，誘惑 に対 して私たちの抵抗 力を確 実に強 くしてい く段

階が ある。

次 にあげ る原則 は，幻覚剤の乱 用， かん しゃ く，不道 徳な

行 為，過食 などといった誘惑全般 に応用で きる。

１． その もとと誘惑の重大 さを知 る

私 たちはサタンが悪 の張本人で あると教え られてい るが，

悪 の誘 惑が，すべてサ タンか ら来 る と言 い切る ことはで きな

い。 ヤコブは言 った。「人が誘惑に陥 るのは，それぞれ，欲 に

引がれ，さそわれ るか らで ある。」 （ヤコブ １ ：１４）

へ．ン リー ・ウォー ド・ビーチ ャー （米 国のプ ロテス タン ト

牧師，著作家）は， それを次 のよ うには っき り区別 した。「外

に現われ た誘惑 は， その人 の心の中 に欲望が あることを暗示

す る。人 は 「悪 の誘惑 はいか に強い ことか』 と言わずに 「私

は何 と大 きな誘惑 を受 けて いる ことか」 と言 うべ きで ある。」

罪 や堕落 は， いつ もはっき りした形で やって くるとは限 ら

ない。 またす べての人 間に同 じ方法でや って くるわけで もな

い。誘 惑は人 が攻撃 されて一番弱 い点 を襲 う もので ある。従

って善悪 を見極 めに くい ことがたびたびある。 ジ ョン ・ウェ

ス レー （英国のメ ソジス ト派設立者） の母， スザ ンナ ・ウ ェ

ス レーは，正義 と不正 の判 断について息子 に助言 した。

「あなたは正 しい喜び と正 しくない喜 びを判 断 して下 さい

ね。 そのとき， このことを もの さ しに しな さい。理性 を鈍 く

した り，敏感 な良心を傷 つけた り，神様を見 る目を隠 した り，

霊的な ものを求め させ ない ように した り，体 に心を支配 させ

た り， そうい うものはあなたにとって悪 いものです。 あなた

が この ことを 考えれば， どんなにひそか にもっとも らしくや

って くる誘惑 で も，避 ける ことがで きるで しょう。」

２． 証 を強 くする

あなたは，福音 に熱 ひな新 しい改 長者 の姿 をい くたび 目に

した ことであろ うか。彼 らは しば しばどんな悪 を も忌み嫌 う

３１７ せ

．＿＿＿＿」



藍

若 く健康で

力ある問に

人生 を

美 しい もので

満 たせ
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と公言 す る。 しか し残念 な ことに，改宗者 のその熱意 は衰え

ることがあ り，教会 の中で育 ちなが ら，熱意を 自分 のもの に

しないで終 わ る人 もいる。 鍵 は証 を得 る こと， そ して生 きた

証 を持 ち続 ける ことのよ うに思われ る。

証 を強 くするためにで きる ことは多 いが，そのほ とん どが

次 の ５段階 に該 当す る。

ａ．神の真の属性をは じめ，回復された福 音の基本 原則を

学ぶ。

ｂ． モル モン経を読む。

ｃ． モル モン経が真実なものかどうか，またジ ョセ フ ・ス

ミスが イエス ・キ リス トの福 音を回復 したということが

本当かどうかを謙遜 にな って祈 る。

ｄ．忠実に教会の集会 に出席 し， （教会員 は）教会の責任

や召 しを勤勉 に果 たす。

ｅ．悔 い改 めて戒 めを守 る。

証 はすべ ての物事 を正 しく釣合わせ，悪の力 と雄々 しく戦

い抜 く動機 を与 えて くれ る。主 イエス ・キ リス トに対 して信

仰 を持 つとき，私 たちはあ らゆ るものの うちで最 も強 力な拠

所 を持つ ので ある。強 い証が完全な答 えではない。私 たちは

それで も試み られ るか らで ある。 しか し証 は私 たちの助 けに

なる。

３． 断食 と祈 り

悪 の力に対抗 す ることについて最 もホ、く引用 され るのは，

おそ ら く 「誘惑 に陥 りて汝 の報 いを失わざ る様 に常 に祈れ」

（教義 と聖約３１：１２） とい う聖句で あろう。 救い主 は この こ

とを重大 に考 えてお られ たので， アメ リカ大陸 の ニーファイ

人 に現わ れたす ぐ後 のあるひとつの説教 で，二度 も繰 り返 し

て言 われ た。 （皿ニーファイ１８：１５，１８）

私 たちに力 を与 える祈 りは，たい した思考 もせ ずに行 な う

毎 日の決 ま りきった祈 りで はない。主 に受 け入れ られ るには

真心 のこ もった しか るべ き行動 の伴 う祈 りでな くてはな らな

い。 トーマス ・セ ッカーは言 った。 「誘惑 に陥 らないように

祈 っていなが ら誘惑 に飛び込 む ことは，指 を火 に突込んで お

いてやけ どを しないよ うに祈 るよ うな ものだ。」

主 は，私 たちが心 を さらけ出 して祈 り，天父に はっきりと

問題を説 明す るよ うに命 じてお られ る。私た ちの仲保者イエ

ス ・キ リス トは 「人 々の弱 きを知 り，誘惑に陥 る者 を救 う方

法 を知 る」 （教義 と聖約６２：１） と言われてい る。 アルマは

息子 ヒラマ ンに， 「主 イエス ・キ リス トを信ず る信 仰を以て

悪魔 の誘惑 を ことごと くうち破 ること……を教 えよ」 （アル

マ３７：３３） と勧 めた。

イエス ・キ リス トを信 じる人，よ く祈 って戒 めを守 ろ うと

努力す る人 は，聖霊が常に伴 侶 とな る立場 にある。 そのよ う

な人 は，警告や促 しの声を受け ることができ， いったん足を

踏み込んだな ら逃れるのがむずかしくなるような状態を避け

るよう助けを受ける。そして，罪を経験 し味わうことによっ

てもたらされる陰うつな気持，すなわち鋭敏な感覚が鈍化 し

てい くのを自覚するようになるのである。

私たちはみたまを求めて祈るようにと繰 り返 し言われてい

る。それによって，心の平安 と鋭い善悪の識別力がもたらさ

れるであろう。

４． 教会活動に積極的に参加し，安息日を堅 く守る

教会の集会に出席すれば，罪か ら離れ，永遠の昇栄に向か

って進むために取るべき道を，いつ も思い起 こすようになる。

また単に出席するのと別に，どんなに小さくとも教会の責

任を受けて奉仕すれば，ほかの人の救いのために働いている

という満足感が得られる。

勤勉 に奉仕 して喜びが得 られると，それ と比べて罪の誘惑

が魅力な く色あせて見えるであろう。
　

主はこの神権時代に， 「汝なおさら充分に世の汚れに染ま

ざる様」 と言って安息日の戒めを与えられた。 （教義と聖約

５９：９）確かにこれは私たちのひとつの目標であり，自分の

生活に誘惑の入 り込む足がか りを与えないためのよい方法で

あ る。安息日は，この世か ら逃れ，私たちの住むもうひとつ

の霊的な世の中の物事を味わう機会となる。主は，私たちが

霊のバ ッテリ」一を充電 させるには， ７日に １日の割合が適当

だと考えられた。

５． 自分を良い環境に憩わせなさい
一現在
，環境問題について多 くの関心が払われている。 しか

しその主題は，私たちの吸 う空気や飲む水といった物質的な

問題である。それよりもはるかに重大なもの，すなわち霊的

環境に関心を向けることが，個人や家族や教会にとってさら

に大切なことである。私たちは，自分たちの関心事が法律的

経済的に社会の支持を受けないからといって，用心を怠るこ

とはできない。

何年か前に，私がホーム ・ティーチングを していた若者が，

仕事につけば教会から離れるかもしれないという忠告を聞か

ずにバーテンダーになり，彼は集会を欠席 し始めた。ユタ州

内での酒類計売法案を徹回させようという教会員たちの運動

が話題にのぼったとき，彼は販売拡大の側についた。彼は抜け

出すことのむずか しいこの世の網にかかって しまっていた。

私たちを堕落させるのではな く，高めて くれる仲間を選ぶ

ことが大切である。そのためには，仕事を変えたり，新 しい

友だちを捜 したり，事情に応 じて思い切 ったことを実行 しな

くてはならないかもしれない。そのような犠牲は本当に求め

られているのであろうか。 さらに言 ってみれば，知 らず知 ら

ずに自分をむしばんでいるかもしれない影響力を身近に受け

ながら１どんなときにも原則に忠実でいられるほど，自分は

・絶
．＿ 」



』二．

強いだろうか ？選択権のない場合もある。 しか し選択できる

ときにどうして自分の自由意志を行使しないだろうか。私た

ちは選べるとした ら，汚れた空気よりもきれいな空気を選ぶ

に違いない。

６． 心を正しい考えの貯蔵庫として使いなさい

最近の研究によると，心はたとえ眠っている間も程度 こそ

違えいつ も働いているとのことである。心には指令が必要で

ある。ある点で心は体内の消化組織と似ている。良い食品を

摂取すれば益になるが，害のある物をとると有害な結果を招

く。ニーファイは私たちに，「キリス トの言葉をよく味わえ」

（皿ニーファイ３２：３） と教えた。徳以上に，そのようなご

ちそうのつまにふさわ しいものはあるだろうか。 「絶えず徳

を以て汝の想を飾るべ し。」（教義 と聖約１２１：４５）

聖典その他の教会の公式出版物をいつも読んでいる人は，

貯蔵庫に徳を貯えて，毎日の出来事に出会う際にそこから心

の糧を得るであろう。簡単な次のことを行なえば，夜中でさ

えも有益なものとなる。それは就寝前に聖典などの心を高め

る書物を読む ことである。そして，ひざまずいて夜の祈 りを

捧げる時に，眠っている間思いや夢に多 く影響を与えて下さ

るように願いなさい。このように して眠った翌朝と夜遅 くま

でテレビを見ていた翌朝では，心の状態が全然違 う。

どうかと思われる映画や本に心を消耗 したら，どうして心

の貯蔵庫か ら義 しいものを得 ることができるだろうか。ニュ
ヘ

ーモラルと呼ばれるものに従って幻覚剤を飲んだり吸ったり

などの行為をすると，自分とはまるで違 った心の貯蔵庫が生

じることは確かである。またいつもあちこちと女性をながめ

るのが習慣の人は，心の入替えが必要かもしれない。

父と共に生命の木の夢を見たニーファイは，そのことを書

いた時に，世の汚れを表わす川の水に対する父の反応につい

てこのように言 っている。 「……父は川の水のけがれを見な

いほどその心をほかの物事にとられていた。」（１ニーファイ

１５：２７）これは私たち全員にとって何 とすばらしい教訓であ

ろうか。私たちの心が神についてのことやこの世の良い事物

に 「とられていた」ら，罪を超越できることであろう。

７． 忘れられない良い経験をしなさい

合衆国ネブラスカ州 リンカーン市のある学校には， 「若 く

健康で力ある間に，人生を美 しいもので満たせ」と刻まれた

美 しい碑文がある。それまでの人生がさまざまな良いもあで

満たされていること以上に，良いことをするようにと励玄し

て くれるものはあるだろうか。私たちは皆新 しい経験を必要

としている。ほかの人々よりも多 く必要な人 もある。 もし私

たちが，心を打ち込めるいろいろな関心事や目標で自分の生

清を充分に満たすならば１また， もし釣合の取れたいろタ・う
な活動で忙 しいな らば（勉強や祈 りや黙想の時間も入れて），

３２０

価値のないものにふける時間はほとんどないであろう。

スターリング ・Ｗ ・シル長老は言っている。

「われわれの時代の特徴は，誘惑が数，種類 激 しさとも

に増大 していることである。読み，聞き，考えるほとんどす

べてのものが，私たちを堕落させようとする誘惑をいくらか

宿 しているようである。・しかし辞典には１誘惑 とは 「何かの

願望を呼び起 こすこと」と書かれている。願望は，別の方向

に向けることができるのである。 しかしわれわれは，悪の誘

惑にあまりに心を取 られすぎて，高い方へ誘うものを忘れる

ことがある。……

実際，現代には人を良い方へ誘 う刺激があって，最大の機

会がそこか ら与えられている。われわれが誘惑に陥 りやすい

者である以上は，心躍 らせる教養への誘い，幸福への誘 い，

誉むべきものへの誘い，神のようになることへの誘いに多 く

の思いを向けるがよいであろう。われわれには，これ らのチ

ャレンジに満ちた誘いをもっと有効に使って，神と親 しむ必

要がある。」「インプルーブメン ト・エラ」１９７０年 ６月号 〔英

文〕 Ｐ．４５）

私はかつて，更正 した元麻薬中毒者たちの体験発表会に出

席 した。全員が共通 して問題解決に役立ったと考えていた ら

しいことは， 「高度の経験」 とでも言 うべきものを求める強

い気持であった。そこで彼 らは，以前には知 らなかった満足

をもたらす高度の新 しい経験をしたことについて証言 したの

である。おそらく私たちはだれでも，関心のある高度の物事

を実際に試 してみる必要があるに違いない。

８． 悪の予防策として愛を実践してみなさい

神 と人を愛することは，あらゆる戒めのうちで最大のもの

である。それには全員が含まれる。黄金律には 「律法全体と

預言者とがかかっている」とキリス トは言われた。もし私た

ちがそのことを充分に理解 し，実践するならば，福音の求め

ているものをすべて達成できるであろう。

デビッド・ダンは 「自己を捨てようと努力しなさい （Ｔｒｙ

ＧｉｖｉｎｇＹｏｕｒｓｅｌｆＡｗａｙ）」 という書物の中で，小さな親切を

して得 られる喜びを語っている。 自己をまったく捨て去るに

は，多少の努力と集中力が必要である。 しか しそれはだれに

もでき，それに費やす創意 と精神力に充分みあった報いが得

られるのである。例をあげると，

一 新 しく来た人を，隣入や仲間にな じむようにしてあげ

る。

一 他人か ら注意を向けられない人の話を聞いてあげる。

一 奉仕をしている人，それもできれば普通には努力を認

められていない人をほめ，感謝する。

一 近所にいる心身障害者や知恵遅れの人たちにボランテ

ィアｉ奉仕を行なう。



で きることは無限 にあり，それに充分心 を用 いれば不健康

な娯楽 の入 り込む余地 はな くな るであろ う。

「……愛 は多 くの罪をお おうものであ る」 とい う言葉 には

ジ ョセブ ・ス ミスによって 「……愛 は多 くの罪 を防 ぐ」 と．い

うさ らに霊感 ある訳が与え られてい る。 （霊感訳 １ペ テ ロ４

：８）愛 と：尊敬 に基づいた関係 を開拓 す る人 々は， お互 いに

利用 した り，人 を傷 つける行動 に誘惑 された りという傾 向が

少な い。

ここで言 う愛は，聖 典に用い られ， 「完全 な愛」 とか 「キ

リス トの純粋 な愛」 とかい ろい ろに定義 されている愛 のこと

で ある。 モロナイ は， 「あ りたけの心 をつ くして」御父 に祈

ることによってそれが得 られ ると言 った。 （モロナイ ７ ：４８）

それ によれば，祈 りが，悪 を超越 で きる愛 を得 るための鍵 で

ある。

９． 誘惑症状を打開する ことを学 びなさい

実際 に誘惑 に巻 き込 まれた り，欲望が 自分 を良 くない方向

へ引張 って い くの に気 づいた ときに人 は何 をす るだろ うか。

これ まで にあげた ことは皆役 立つだ ろうが， この ことにつ い

てはもっと直接的な ものが必要 であ る。私 たちの大 きな助 け

となるそのひとつ の方法は，気 をそ らす とい う言葉 で表現す

る ことがで きよう。私た ちを誘 惑か らそ らし， もっと積極的

な ことに注意 を向 けさせ るものは，いかな るもので も気 をそ

らす ものと言 える。

十二使徒評議員会会員の ボイ ド ・Ｋ ・パ ッカー長老 はか つ

て，若 い人 たちは教会 の讃 美歌を選んで覚え，誘惑 に遭 った

ときにハ ミング した り，心 の中で歌 詞を繰 り返 した りでき る

よ うに しなさいと勧 めたことが ある。人 は一度にひ とつの こ

としか考 え られないので， この方法 は誘惑 に遭 った とき， そ

れを追 い払 うために非常 に役立つ ことがわか ってい る。

大事 な ことは，私 たちの注意 をすべて集め，誘惑 か ら完 全

に引き戻 して くれる ものを選ぶ ことで ある。 ある人た ちは熱

中でき る趣味 やスポーツを持 っている。確か に， スキーや水

泳やバスケ ッ トを している間に良 くないことを考え るのはむ

ずか しいであろ う。

もち ろん，気 をそ らす最 も強 力な方法 のひとつ は断食，そ

れ も特 に祈 りの伴 う断食 である。

安全運転 ドライバ ーが共 通 して言 う言葉 は，道路上 のほか

の車がいつ危 害を加えて くるかわか らない ことを認識 し，危

険 な状態を予想 して運転 する とい う意味 の 「防御運転」で あ

る。危険が実際 に起 きるまで何 もしないで待 って いて は遅す

ぎる。正 しいことを行ない，聖霊 か らいつ も影響 され，刺激

され るように祈 ろうと決心 するだけで，大 きな誘惑 となる状

態 は見越す ことがで きる ものであ る。 そ うす れば将来 を予想

して備 える ことがで きる。心が強い状態 にある ときに，実際

に誘惑に遭った らどう行動 しようかということを計画 してお

きなさい。

１０．主の任命された指導者に従う

自分の両親か ら始めよう。十戒の第 ５番目の戒めは父と母

を敬うことであり，この戒めは特に両親 と共に，あるいは両

親の保護下にいる間にあてはまる。人は自分が親になるまで

は，両親の助言の正 しさをなかなか理解で きないもので あ

る。この戒めを私たちの問題に結びつけると，特にデー トの

問題や道徳や行動に関係する決定について両親の教えをよく

聞 くことは，確かに賢明なことである。

また管理する神権指導者たちによく従うのはよいことであ

る。ほかに助言が受けられる人には，セミナリーの教師や補

助組織の教師たちがいる。大きな誘惑に脅かされるときには

監督に相談することがとりわけ助けになる。監督は主か ら任

命されたイスラエルの判士であり，誘惑｝６対 して取るべき手
あ

段を教えて くれるであろう。主の代表者である監督の教えは

重ん じるべきである。

ほかに見過 ごしにされているのは，必要なときに祝福を与

えて くれる自分の父親の権威である。 もし父親が按手礼をす

るのにふさわ しくな く，それだけの信仰 もない，従って誘惑

に対抗する祝福 も与え られないと感 じるならば，ホーム ・テ

ィーチャーや監督や祝福師に頼むことができる。

おそ らく一番大切なのは，大会その他で話される生ける予

言者すなわち大管長や教会幹部の言葉に厳密に従うことであ

ろう。彼 らの言葉に従えば，幸福 と霊的な強さがもたらされ

る。

まとめ

予想 もしないような非常な誘惑 に巻 き込 まれ るのが，私 た

ちのめ ぐりあわせで ある。 マスメデ ィアは，２０世紀 の聖徒 た

ちの遭遇す る誘惑 を複雑 に して いる。 また大勢の人 がオス カ

ー ・ワイル ド （英 国の作家） のように， 「誘惑 か ら逃 れ る唯

一 の道 は， それ に身 をゆだねることだ」 と私た ちに信 じさせ

よ うとする。私 たちは末 日聖徒 と して， この ような思想は こ

の世 に生 き る目的 を くじくもので ある と知 って いる。また こ

の世 の誘惑 に負 けて しま って は，生活 を自分の思い通 りにで

きない ことを理解 している。誘惑 に対抗す ることは，私 たち

に課 せ られたチ ャレンジで ある。世 に打 ち勝 ち，．予言者 ジ ョ

セブ ・ス ミスの語 った次 のよ うな状態 に達す るまで私 たちは

このチ ャレンジを全 うしなければ な らない。

「……人 が完全 に近づ けば近づ くほどその 目は明 らかに，

喜 びは大いな るものにな り， やがて人生の諸悪 に打 ち勝 ち，

悪い望みを皆捨 て るよ うにな る。」 （「予言者 ジ ョセブ ・ス ミ

スの教え」 〔英 文〕 Ｐ．５１）
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「教会幹部はごく普通の人でしょうか」

解答 マ ッコンキー長老

質 疑 応 答

これは， この世 の始 めか らだれ もが抱いて きた疑 問ではな

いか と思 います。幹部が召 されたの と同 じ神権の職 を私 たち

が保持 して いる ことに強 い関心を払 うな ら， このよ うな質 問

が おきるのはご く当然の ことです。

私 は，迫害 と苦難 に満 ちた教 会初期の歴 史か ら， ある出来

事 を思 い起 こします 。当時十二使徒評議員で あった ビーバ ー・

Ｃ ・キ ンボール長老 は，教会の会員であ るひ とりの未 亡人 の

世話 にな りま した。 その未亡人は 自分のパ ンと ミル クをキン

ボール長老 に提供 し，寝室を用 意 しま した。 キ ンボール長老

が寝室 に下が ると，その未亡人 は考 えま した。 「これ はいい

機会 （「教会幹部は普 通の人なのか』 とい う古 くか らの同 じ

疑問 を明かす ことので きる機会）だわ。十二使徒 が主 に祈 る

ときどん なことを祈 るのか知 りたいわ。」そ う思 って未亡人 は

ドアが閉 まると，そ っと上 が って行 って，盗 み聞 きす ること

に しま した。 キンボ ール長老 がベ ッ ドに腰か ける音が し，靴

が床 に落 ちる音が しま した。やがてベ ッ ドによ りかか る音が

して，次の言 葉だけが聞 こえてきま した。 「おお主よ， ヒー

バ ーを祝福 して下さい。 とて も疲れ ています 。」

この主題について，大切 で適切 な事柄が幾つか言われてい

ますが，その中か ら， だれにで も有益な結論を引 き出す こと

がで きます。 多 くの人 は， この点 につ いて， よ く誤 った考 え

を持 っています。 ジ ョセブ ・ス ミスの時代に も大勢 の人 が同
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じ疑問を抱 いて いま した。 ジ ョセブ ・ス ミスは こう言 ってい

ます。 「けさ，私 は東部か ら来たあ る人に紹介 されま した。

その人 は，私 の名前を聞 くと， ｒなんだ，ただの人 間 じゃな

いか』 と批評 したのです。 その人 は，主がみ こころを啓 示 さ

れるのにふ さわ しいと思われ る人 は，何か人並みはずれた存

在 であるかのように思 って いた のです。その人は聖 ヤ コブの

語 った ことを忘れて いたようです。つま り，エ リヤが，私 た

ち と同 じよ うに感情 に左右 され る人で したが，それで も神の

力を受 け，祈 りが 聞き入れ られて天 は閉 じ， ３年 と ６ヵ月の

間一滴 の雨 も降 らせ なか ったこと，．また さ らに祈 り．が聞かれ

て，雨 を天 よ り降 らせ，地 に果実を実 らせた とい うことを忘

れて しま っているか のようで した。 まった く，今の時代の人

々は， このよ うに無知 なので，人が神 と交われ ることな ど信

じ難 い と考 えて います 。」 （「予言者 ジ ョセブ・ス ミスの教 え」

〔英文〕 Ｐ．８９）

世 間で は一般 に次の ように考えています。 「予言者 といわ

れる人が いる とすれば，その人 は，通常の人 とは違 って非常

に気高 く高 尚な人で ある」 と。 また人々は，荒 野でいなごや

野蜜 を食べ ていた バプテスマの ヨハ ネや， 「一人 の野性 の人

出で来 りぬ」 （モーセ ６ ：３８） と言われたエ ノクのよ うな人

を考 えるか も知れ ません。

今 日，教会の中で もこのよ うに考 えている人 がいます。私

たちは， その職 が尊厳な もので，栄光 に満 ち，偉大 な もので

あると考 えて います。そのよ うな考 え方の一部 が， その職 を

保持す る個人 にも及んでい るのです。

この主題を もっとわか りやす く置 きかえる こと が で き ま

す。 「教会幹部は普通の人なのか」 と尋 ねる代 わ りに，次 の

ように尋ねてみま しょう。 「皆 さんの監督 はご く普通 の人で

すか 。」 答 えは どうで しょうか。 あるいは， も し私が 「宣教

師 は普通の人ですか」 と尋 ねた ら，答 えは 「はい」で しょう

か，それ とも 「いいえ」 で しょうふ。 それ はすべて，人の ど

んな面を話 すかにかか っています。人類 に共通 なあ らゆ る欠

点や弱点，困難 が上記 の人 々や私 たちに臨 んで くるとい う意

味で は，確 かに私 たちは皆人 間です。 しか し一方，教会幹部

や監督，宣教師，またすべての教会員 は，世俗的，肉欲 的な

ものを追 う人間であ ってはな らないのです。 もし 「人間」 と

い う言 葉が肉欲 的な生 き方 を意味 するもので あれば，私 たち

はだれであ って も 「人 間」 であ ってはな りません。

私たちは教 会に入 る ときに この世 を捨て ると言明 します。

そ して この世に打 ち勝つ ことを期待 され ます。 モル モン経に

は， 「肉欲 に従 うことをす てて主 キ リス トの身代 りの腰 罪に

由って聖徒 となる」としるされています。（モーサヤ３：１９）

そこで， もし私たち皆が自分の持っている可能性に応 じて生

き，目ざす標準に向かって自らを向上させてゆ くなら，だれ

もこの世的なあるいは肉欲的な意味での人間にはならないで

しょう。ただ死すべき身を持っているということで 「人間」

であり，ただそのことだけなのです。

私は 「教会幹部」という見出 しで，拙著「モルモンの教義」

に次のように書きました。 「ある教会幹部は，ひとつのこと

をなすように力が与えられ，他の幹部は，別のことをするよ

うに力が与えられている。すべてのことは，聖徒たちを管理

する人々に常に主が課 しておられる厳格な規律に従ってなさ

れる。教会幹部が占ある神権の職は，崇高なものであるが，

それらの職を保持する各人は，教会内の他の兄弟たちと同様

に一介の人間にすぎないのである。だから，教会員で，十分

に資格があり，訓練 された多 くの兄弟が，もし主より召され，

支持を受け，按手任命されれば，教会めほとんどあらゆる重

責を担 うことができるのである。」（「モルモンの教義」 〔英

文〕Ｐ．３０）

さらに同 じ本の 「予言者」の項の中で次のように書きまし

た。 「予言者は霊感を受ける偉大な人であるが，なお人類に

一般的に共通な不完全さを備えた死すべき人間である。自分

の意見や偏見を持ち，霊感を受けずに自分の問題の解決にあ

たる場合が多い。ジョセブ ・スミスは 「ミシガンから兄弟 と

姉妹が訪れて来た。彼 らは 「予言者はいつも予言者である」

と考えていたが，私は予言者 として振舞 うときにのみ予言者

であると語 った』と記録 している。」（同Ｐ．６０８）

このように，予言者でさえも， 「みたま」に導かれるので

なければ，その意見や考えには誤 りが含まれることがありま

す。霊感を受けた聖典や言葉はこのように 「みたま」に導か

れたものでなければなりません。 しか しこのことについては

問題があります。パウロは歴史上最 も偉大な神学者であり，

予言者のひとりで したが，主のみこころと完全には一致 して

いないある考えを抱いていて，そのいくつかを書簡の中に書

き記 しています。 しか し，パウロは賢明に，思慮深 く，その

ような個人的見解には， 「私は思うのだが」 と書 き足 してい

ます。またそのようにして語 り終えると， 「そ してこれは主

の思いである」と言っています。パウロの見解や個人的意見

はそれほど完全では．ありませんで した。

予言者は人間ですが， 「みたま」の導 きによって語 るとき

それは神の声 どなります。 しか しそれでもなお，予言者は死

すべき人間であって，個人的意見を持 ち．また持 ってあたり
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まえなのですｏ予 言者 は偉 大な知恵 と判 断力 を持 って いるの

で，予言者の見解 は，普通 の人 のそれよ りも素晴 らしい もの

と言 えるで しょう。 しか し霊感 を受 けなければ， また啓示 に

従わな ければ，予言者 といえ ども，教会 の他 の会員 と同 じよ

うに誤 ちをおかす ことがあ ります。

私 た ちは，教 会幹部 が， 「みたま」 に導かれて話 して いる

か どうかな どと， むだな心配 をす る必要 はあ りません。私た

ちは確信 を見 いだす ことができます。 このことについて， ジ

ョセ ブ ・ス ミスが語 った有名 な言葉 を思 い出 して み ま し ょ

う。 「十二使徒 や教会 の末端会員が啓示 を受 けるようになれ

ば，それ らの人 々に啓示 されない ものは，いか ような もので

あ って もジョセブに啓示 されない ことはない。」 （「予言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスの教 え」 〔英文〕 Ｐ．１４９）

ま った くその通 りです。 パウロもこれ と同 じことを教 えて

います。 「ひ とりず つ残 らず預言をす ることがで きる」また

「預言 す ることを熱心 に求 めな さい」 （１コ リン ト１４：３１
，

３９） と言 って います。すべての教会員，すべての教会組織 が

啓示 を受 け られ ます。啓示 は選ばれた少数の宣教 師や監督 の

ためにあるので はあ りません。私た ちは啓示 を受けるよ うに

すべ きです。私た ちはだれで も皆，使徒 や予言者 のよ うにな

るべ きです。

ブル ース ・Ｒ ・マ ッコソキー長老

十二使徒評議 員会会 員

「神権はどのように昇進するのですか」

解答 アンダーソン兄弟

提出された問題は簡単なようで大切なものだと思います。

これについて，多 くの人は，男子が成長 してゆくにつれて，

もしふさわしければ，ひとつの職か ら他の職へと昇進 し，や

がて長老から七十人，次いで大祭司になるのだと答えるで し

ょう。確かに私たちは，集会などで責任のある兄弟が，幾人

かの兄弟をメルケゼデク神権の他の職 に按手聖任する承認を

求める際に， この兄弟たちを 「昇進させるという言葉を耳に

します。面接がすみ，．承認が得られると，た くさんの人が神

権のより高い職だと考えている職 に権能を持つ人から按手聖

任されます。

しか し実のところ，』昇進とは，余り大事でない職から一層
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大事な職へ移るという意味での変化ではありません。神権の

新 しく，以前とは異なった責任に新たに召される，あるいは

新たに聖任 されるという方が一層正確で しょう。主の観点か

ら考える限り，神権のどの職 も，すべての人にとって同 じよ

うに大切なものなのです。どの職を保持 しているかより，ど

のように与えられた召しを果たしているかの方がはるかに大

切なことです。

ジョセブ ・Ｆ ・スミス大管長はこの点について次のように

言 っています。

「職務についたか ら神権に力が加わるのではない。当教会

におけるすべての職務は，神権か ら力，徳，権能を受けてい

るのである。 もし兄弟たちがこの原則を完全に把握するなら

ば，教会における統治機能に関する誤解が，今よりもはるか

に少な くなるだろう。今日，大祭司の方が七十人より偉大で

あるか，七十人の方が大祭司より偉大であるかという問題が

起 こっている。どちらが偉大なわけでも，小さいわけでもな

いと私は申 し上げる。これ らの召 しは，異なった方向を持っ

ている。 しか し，両方とも同 じ神権に由来 している……もし

必要なら，地上に長老 しかメルケぜデク神権を持つものがい

ない場合，その長老は，神のみたまの霊感 と，全能者の指示

によって，イエス ・キリス トの教会を完全に組織することが

できるだろう。この長老はそうしなければならな い の で あ

る。なぜな らメルケゼデク神権を所有 しているか らである。

しか し，神の家は秩序の家である。他の役員が教会の中にい

れば，私たちは神権爾秩序に従わなければならない。また，．

予言者ジョセブ ・ス ミスとその後継者を通 して教会の中に定

め られた秩序に厳密に従 って，儀式や聖任を行なわなければ

な らない。」（「福音の教義」第 １巻， Ｐ．８４）

「他の役員が教会の中にいれば」ということは，神権の各

職がそれぞれ特有の義務をもっているということを意味 しま

す。ですから人は，ある職が他の職より大事だとか，大事で

ないとかいう意味で昇進するのではありません。人は福音の

知識が増すにつれ，教理に教理を増 し加えてゆ くのであり，

神権の新 しい召しを受けてその召 しを十分に果たしてゆ くに

つれて霊的な力を得るのです。結局，神権の各職はメルケぜ

デク神権そのものに付属 しているのです。 （教義 と聖約８４：

２９，３０）

Ｊ ・ア ソ ダ ー ソ ソ

東 ・ ミル ク リＦ・ク ・ス テ ｒ キ部



「結婚するのに丁度良い人が見つかったような気が し

ます。どのようにしたらその確信を得 られるで し ょう

か」

難欝 桝

畷 愈繍 ．

解答 カーチス兄弟

この質問をふたつに分 けて答 えたいと思 います。

１． 皆 さんは， オ リバー ・カウ ドリが， ジ ョセブ ・ス ミス

と同 じよ うに翻 訳 したいと願 ったことを御存 じで しょう。主

はオ リバ ー ・カウ ドリにその ことをお許 しにな りま した。主

か ら翻訳す る 「許 し」を得 た後 に， 自分 にはその力がない こ

とを知 った ときのオ リバーの失望 を想像 してみて下 さい。

オ リバ ーに対 す る主 の答 えは教義 と聖約第 ９章に見 られま

す。 「見よ，汝 いまだ悟 らず。汝 はひたす らわれに願い し時

はこれを与え らるるな らん と思 え り。

され ど見よ，われ汝 に告 ぐ，汝心 の中 によ く思い計 り，そ

の後願 うこともし正 しか らば汝願わ ざるべか らず，願 うこと

正 しか らば，その時われ汝 の心 を内に燃 やさん。 これに より

て汝にその正 しきを感ぜ しむ 。」 （教義 と聖約 ９ ：７－ ８）

多 くの人が，ただ求めさえすれ ば主 はその問題 に答 えて く

ださると考えています。 しか し主 は，私 たちが問題 につ いて

考 え，少 しで も知的に探 求す るよ う望 んで お られます。そ し

て， その結論が正 しいか どうかを主が私 たちの心の内を燃 や

して示 して下 さった後 に，私 たちが自分で決定す るよう望ん

で お られ ます。伴侶を求 めた り， ほか の決定をす るのに も同

じ原則が適用で きます。

２． 「はい，私 は祈 りま した。 そ して この人 は私 にとって

良 い相手であ るとい う答 えを得 ま した。 それ なのに一向 に う

ま くいか ないのです。私 たちの結婚 は失敗で した。 なぜで し

ょう」 と尋ねて くる人がいます。多分 それは，良 い相手 を得

ることが結婚のすべてであ ると考 え， さ らにその結婚 を成功

させ よう と努力を払わない ことか ら当然起 きて くることなの

です。

幻滅を覚 えてい るある男性に，妻 に愛 してい ると言 った こ

とが あるかど うか尋ねてみ ま した。その人は 「はい」 と答 え

ま した。 そ こで次 に， 「奥 さん に愛の言 葉を語 ったのは最近

ではいつで したか」 と尋ね ると， 「結婚 した頃です。私 が愛

している ことを妻 は知 って います」 との答 えで した。 そ こで

私 は， 「おそ らく奥 さん は知 ってい るか も知 れません。で も

毎 日何度 で もその ことを聞か ないと，奥 さん はあなたが愛 し

て くれているのか ど うか心配なのです よ」 と言 いま した。

「ふた りは結婚 したので
， あとはず っと幸せにや ってゆ く

だろ う」 とい う言葉 は，非常 に誤 っ七用い られています。 も

っと正 しく言 うな ら， 「ふ た りは結婚 し，家庭生 活を始 めた

ので，幸 せにや ってゆ くだろ う」 という ことなのです。

主 に機会 を与 えて下 さい。 あなた にとって彼 が，あ るいは

彼女 が，良 い相手 であるか どうかを主 に尋ね る代 りに， 自分

が正 し く決定で きるよ う助 けを求めて下 さい。あなたの相手

を吟味 し， 自分 と相手 の好 きな物や き らいな物，特質，長所 ，

短所 を調 べて下 さい。時間 をおき，一歩下が って，ふた りが

一緒 に生活 し，働 き，喜 び と同様悲 しみ も共 にで きるか どう

か よ く考 えることです。

相手 の男性 が，父親 として誇れ る人か どうかを考えて下 さ

い。 あなたの子供 たち も彼 を父親 と して誇れ るか どうかを考

えて下 さい。 家族 の頭 であ る神権者 と して立 ち， あなたや子

供 たちに 日の栄光 の王 国へ の道 を示 し，導 いて くれ る人か ど

うか判断 して下 さい。

相 手の女性 は， あなたが家族 の頭で ある神権者 と してよ く

努力す るときに， あなたを支 えて くれ る妻で あり子供 の母 親

であ るか どうかを考 えて下 さい。

結 婚は，人生 の尽 きる ことない階段へ通 じる門を開けたに

過 ぎない ものです。 しか し，ふ た りが共 にその階段を昇 り続

け るな ら， あなたがたは強 め られ，階段を さ らに容易に昇 れ

るようにな るで しょう。 それは，他人へ の愛 を増す ことに よ

って，信 じ難 い力 を得 られ るか らです。

医 学 博 士 リソゼ イ ・Ｒ ・カ ーチ ス

ウ ェＰ パ ー ・ス テ イ ト ・カ レ ッジ ・ス テ ーキ 部 高 等 評 議 員
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「あなたはどうしてこのようなことをなさるのですか
。私 は十分成長 し

てきたではありませんか。」

あなたがたは時として 「主は，私がどう

あるべきか本当にご存知なのだろうか」，

「私の方が主よりも，自分が何をなすべき

か，そして何になるべきかよく知っている

のではないだろうか」と思うことがあるか

もしれない。私は今，これまで何度も教会

で話 してきたひとつの話をしたい。 この話

はあなたがたが生まれる以前 のもので あ

る。 これは私の人生で実際にあったことで

あり，それゆえ数多くのステーキ部や伝道

部で話 してきたことである。私はひとつの

出来事を通 して，主がだれよりもよ くご存

知であることを学んだ。

当時，私はカナダに農場を買って住んで

いた。しかし，その経営はあまり思わしく

なかった。ある朝外に出てみると，す ぐり

の木が目に入 った。手入れをしない間にそ

の木は２ｍほどの高さにまで伸び，まるで

林のように繁っていた。しかし花は咲かず

ひとつの実も結んでいなかった。私はカナ

ダに来る前にソル トレークで果樹園を経営

していたので，何をすべきかよく知 ってい

た。そこで私は刈 り込みばさみを捜 してす

ぐりの木の枝をおろし，木株がほんの２，

３本しか残 らないまでに刈 り込んだ。終わ

ったのは，昼も近い頃であった。切り株の

切 り口ひとつひとつには涙がたまっている

ように見えた。す ぐりの木は泣いていた。

私はうぶな性格なのかもしれない。 （そし

ていまだに脱却できないでいる。）私はす ぐ

りの木をながめ，ほほえんで言った。 「何

をそんなに泣いているのかね。」私 た ちは

まるで話をしているようだった。す ぐりの

木が語っているように聞こえた。 「あなた

はどうしてこのようなことをなさるのです

か。私は十分成長してきたではありません

か。垣根の内側にある日よけの木や果樹と

同じ位に大きくなっていたのに，あたなは

私を切ってしまいました。庭の木はみんな

私を見おろすでしょう。私はもっと大きく

なろうとしていたのに，それができな くな

って しまいました。どうしてあなたはこの

ようなことを私になさるのですか。私はあ

なたがここの庭師だと思っていたのに。」よ

くよ く考えて私は答えた。 「かわいいすぐ

りの木よ，私はここの庭師だ。私は目的を

持 っておまえを植えた。それはおまえを果

樹や木陰をつ くる樹にするためではない。

私がおまえを植えた目的は，おまえをす ぐ

りの木にするためだ。いつかおまえが実で

枝もたわわになったとき，私に感謝して言

うだろう。 ｒ本当にありがとう。あなたは

私を愛して下さったからこそ枝をはらい，

世話をするために刈 り込んで下さったので

すね。私は感謝 しています」と。」

それから何年か後，私はイギリスに来て

いた。私はカナダ陸軍の部隊で指揮をとっ

ていた。異例の昇進をし，英領カナダ陸軍

の将校であった私は，自分の階級を誇 りに

思っていた。そのとき将官になるチャンス

があり，私はすべての試験を受けた。そし

て私には先任権があった。 とうとう，この

１０年来望んできた将官に，あと１回の面接

を残すだけとなった。それは英国陸軍の将

官 との面接であった。私は誇りで胸がいっ

ぱいになった。 しかしこの将官が災いとな

った。私はロンドンか らの電報を受け取っ

た。 「アスアサ１０ジ，シュッ トウセヨ」電

報はカナダ全軍司令長官ターナ将軍の名前

できた。私は従者を呼び入れた。そして彼

に，ボタンをみがき，帽子と靴にブラシを

かけ，私が将官にふさわしいような姿にさ

せた。私は将官になるはずであった。私の

従者は命令を忠実に守 り，できる限 りのこ

とをしてくれた。私はロンドンへ 向 か っ

た。私はきびきびとした歩調で歩き，将軍

の部屋に入 り，将軍にきちん と敬礼を し

た。将軍は故参の将校がいつもするような

「下っ端め，早 く出て行け」というような

調子であいさつした。 「腰掛けなさい，ブ

ラウン」それから彼はこう言った。 「残念

だが，将官に任命することはできない。君

には将軍になる十分の資格がある。試験は

すべてパスしている。先任権もあり，優秀

な士官であった。 しかし任命することはで

きない。君はカナダに戻って，教育将校か

輸送将校になるとよい。だれかほかの者が

将官になるだろう。」１０年聞，私が希 望 し

祈り求めていたものが，突然砕かれて しま
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った。

そのとき別の部屋で電話がなり，彼が出

て行ったので，私は机の上に置いてあった

書類をそっと見た。私の経歴書だった。右

下を見るとブロック文字ではっきりと 「こ

の男はモルモンである」と書いてあった。．

当時私たちモルモンはあまり好まれていな

かったのである。それを見たとき，任命さ

れなかった理由がわかった。私は英国陸軍

のモルモンの中で一番高い地位についてい

たのである。彼は戻 って きて，言 った。

「それだけだ，ブラウン。」私は彼にもう一

度敬礼をした。 しかしきちんとではなかっ

た。私は義務で敬礼をし，そして部屋を出

た。汽車に乗 り，２００キロほど離れた町へ

と引き返 した。私の心はひどく傷つき苦々

しさばかりが残っていた。車輪が レールの

継 ぎ目で鳴る響きは，まるでこう百ってい

るかのようだった。 「おまえは落伍者なの

だ。町に帰 ったらおまえは臆病者と呼ばれ

るだろう。モルモンの少年たちを募って軍

隊に入れたおまえが，今こそこそ逃げてい

るのだ」私は町に戻 ったとき受けるものを

予期していた。テントに着いた私は，あま

りの苦々しさに，帽子とサ ドルをベ ッドの

上に投げ捨てた。 こぶ しを天に向かってふ

りあげ，叫んだ。「神よ，あなたはどうして

このようなことをなさるのですか。あれほ

ど努力してきたではありませんか。私がな

すべきことはもう何 も残 っていなかったは

ずです。なすべきことはすべ てや りま し

た。それなのに，どうしてこのようなこと

を私になさるのですか。」はずか しさとく

やしさで胸がはり裂けるようであった。

そのとき私は声を聞いた。その声がだれ

の声かす ぐにわかった。それは私自身の声

だった。その声がささやいた。 「私はここ

の庭師だ。私は目的を持っておまえを植え

た。」 心の中からあの苦々しさが 消えてい

った。私はベッドのそばにひざまずき，心に

抱いた木満と木敬の念について赦 しを求め

た。ひざまずいているとき隣りのテン トか

ら主を賛美する歌声が響いてきた。大勢の

モルモンの少年たちは毎週火曜 日の晩に集

まり，私はいつもそれに参加 していた。私

たちは床に座 り，Ｍ ＩＡを開いていた。ひ

たす ら赦しを求めて，ひざまずいて祈って

いるとき，彼 らの歌声を聞いたのである。

「山の上や荒れる，海を越えゆき

また戦の場にも 主は召 したまわん

わが知 らぬ道へと

呼ぶ声小さくも

主によりこたえつつ

みむねのまま行かん」

（讃美歌 １００番）

立ち上がったとき，私の心は謙遜な気持

で満たされていた。あれから５０年の歳月が

すぎた。今，私は主を仰いでこのように言

うことができる。 「本当にありがとう。あ

なたは私を愛し，枝をはらって刈 り込んで

下さったのですね」と。当時，私が将官に

ならなかったのは賢明なことだった。もし

任命されていたら，私はカナダ西部方面の

高級将校として生涯十分な給料 と家を支給

され ， 働 け な くな った ら恩 給 が支 給 さ れ た

で あ ろ う。 しか も ６人 の 娘 と ２人 の息 子 を

基 地 で 育 て る こ と にな って い た だ ろ う。 そ

して き っ と子 供 た ちは教 会 外 の 人 と結 婚 し

て い た に違 いな い 。 そ の 結 果 ， 私 が得 る も

の は無 に等 しか った で あ ろ う。 現 在 で も私

は大 した も ので はな い 。 しか し， 私 の望 み

通 りに主 が かな えて 下 さ って い た ら，現 在

の よ うに は な って いな か った で あ ろ う。

私 は この何 度 も語 った 話 を も う一 度 話 し

て み た い と思 っ た。 それ はあ な た が た が 将

来 ，落 胆 ，失 意 ， 死 別 ， 敗 北 と い う非 常 に

困 難 な 問題 にぶ つ か る こ とが は っ き り して

い る か らで あ る。 あな た が た は試 しに 遭 い

あ な たが た の得 た もの を 証 明 しな け れ ば な

らな い。 私 は あ な たが た に次 の こ とを 知 っ

て ほ しい と思 う。 あな たが た が 当然 受 け る

は ず で あ る に も か かわ らず ， それ を 受 け ら

れ な い とき，この こ と を思 い 出 して ほ しい 。

「神 は庭 師 で あ り， あな たが 植 え られ た 目

的 を ご存 知 で あ る 。」 神 の み こ こ ろ に 従 い

な さ い。 神 の祝 福 を受 け る にふ さわ し くあ

りな さ い。 そ うす れ ば 祝 福 を 受 け る こ とが

で き るで あ ろ う。

今月号以後，既刊書 「教会幹部による話」 から新シリ

ーズを紹介でぎることになった。 これまで長年，教会幹

部は聴衆の心に触れ，行動を変える， すばらしい話を語

ってきた。 しかもこれら多くの感動を呼ぶ物語は，彼 ら

自身の生活や友人や知人の生活から題材を とったもので

ある。その感動は今日でも， それが語られた当時と変わ

りがない。 これらの話を掲載するにあたって，著者諸氏

より許可をいただき感謝する次第である。
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昔，一羽のまだ若い雁がいました。毎年

この雁は年老いたお父さん雁と南へ飛んで

．いました。たいへん長い旅でしたが，旅の

初めの頃は景色を見るのに夢中でした。 し

ば らくすると，年老いてスピー ドの落ちた

お父さんのまわりを飛ぶことが楽 しみにな

りました。お父さんはゆっくりではありま

したが，いつもコースを真 っすぐ飛んでい

ました。そんなことがあって も，若い雁に

は何から何まで楽 しい旅でし．た。

その年南からの長旅が終わって間もなく

年老いたお父さん雁は自分の痛んだ翼をな

でながら，旅について最後の指示を息子に

与える時がきたと感 じました。お父さんは

非常に口数の少ない雁でしたが，息子を呼

び寄せてゆっくりと話し始めました。

「冬に南が一番安全だ。毎年葉が黄色 く

なり始めたら，南へ出発すればよい。」

「でも，南へ行 く道はどうするの？」そ

のとき，若い雁は今まで飛んできたコース

にあまり注意を払 っていなかったことに気

がつきました。

お父さん雁は 「聞きなさい」と答えまし

た。次に何か言おうとしましたが，やめま

した。

若い雁はす ぐお父さんに何を聞くのか尋

ねようとしました。でもためらいました。

お父さんがその一言を答えるときの，深 く

考え込んだ真剣な顔を見たからです。そし

て何を聞 くのか尋ねる前に，年老いたお父

さんは静かに息を引き取 りました。多 くの

雁は悲しみました。ただ，お父さん雁の飛

んだコースが正確なのは，雁として知って

おかなければならないことをよく勉強して

いたからだということはわかりました。

若い雁は，ひとりさび しく取り残された

ので，新 しい友だちをさがそう と しま し

た。彼は若 くてハ ンサムで，ちょうどおと

３２δ

なになりかけていたので，すぐ新 しい友だ

ちができました。でもそのとき，．

家の庭先で飼いならされて世間慣れした雁

のお気に入りになっていることに気がつき

ませんでした。彼がみんなから田舎者のよ

うに仲間はずれにされているときでも，彼

の長 く強 じんな翼は，胸毛が雪のように白

い若い雁たちの群れの中でひときわ目立っ

ていました。その年の夏は新 しい経験でい

っぱいで した。最近流行のダンスまで習い

ました。

ある日，友だちの雁たちと外泊をして，

次の朝起きてみると，葉の色が変わり始め

ていることに気がつきました。

「あす，出発しよう。」そう考えたとき，

彼は少しどきどきしました。でも，お父さ

んの息をひきとるときの真剣なようすを思

．い出し，やはりあす出発することにしまし

た。出発の最後の準備をしているとき，あ

やまって となりに寝ている雁を起こしてし

まいました。

「ねえ，どこに行 くんだい ？」と友だち

の雁は眠そうにたずねました。

「南さ。」若いがんは答えました。

「だいぶ遠くまで行きそうな感 じだ け

ど。本気かい ？」

「ああ，本気さ。きょうたつよ。」

「でも，なんでそんなことするのさ？こ

こには年中，仲間がたくさんいるし，結構

うまくや っているじゃないか。．翼をほんの

少 し切るだけでぼ くたちの群れに入って，

冬の間はえさを捜さな くても満腹でいられ

るんだよ。君がいることなんかだれにも見

つか りはしないよ。」

「確かにうまい話だな」と，若い雁は言

いました。彼はそれを本当にうまい話だと

思っていました。 「しかし，翼を切 られる

のはどうかなあｇＪ．

「うん，最初はほんの少し切るだけさ。

す ぐ気にならなくなるし，短い翼の方がか

えって便利なときもあるよ。」

「そうかもしれない。でもぼくはやはり

行 くよ。」若い雁は答えました。

「どうしてそんなに急ぐんだい？こっち

に来て話 しなよ。本当の理 由は何なんだ

い ？南ではきっとかわいい恋人が待ってい

るんだろう」 と友だちの雁は続けて尋ねま

した。

若い雁はウインクをして，その友だちに

納得させようかと思いましたが，でもそう

せずに，ため らいがちに一言いいました。

「冬は南が一番安全なんだ。」

「何だって ？もっとましなことが言えな

いのかい ？」と友だちの雁はわざとらしく

言い返しました。 「それは古い迷信だよ。

ぼくを信 じなよ。結構 ここでもすごいぼう

けんはできるんだよ。それに，遠 くへ行っ

て，君ひとりで道を捜せると本気で思って

いるのかい？」

「できるさ」と若い雁はなるべ く自信あ

りそうなそぶりで答えました。

「でも，飛んで行 く方向をどうして決め

るつもりだい ？」と友人は少しばかにしな

がらたずねました。

「聞くよ。聞いて飛ぶつもりだ。そうす

ればきっとうまくいくよ。聞くことは君も

知 っているだろう。」若い雁はは っき りと

答えました。 しかし一言話すたびにくやし

さが増 してきました。

「そいつはいいや。でも，そんなこと本

気で信じているとは思わなかったよ。最近

旅についての本を読んだが，その中で年老

いたいなか者が渡り鳥の習性について語っ

ていた。以前からそれは単なる自然の現象
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もので，君が言 う ｒ聞く』 ということみた

いに，十分証明されていないのさ。まあ，

古風でおもしろいことにはおもしろいさ。

でも本当に不思議だ。 こんなことを実際に

信 じている者にお目にかかるとは夢にも思

わなかったよ。」

「いや，ぼ くは確かにそれが効果のある

ことだ と信 じるよ。お父さんはぼ くがその

声を聞 くなら……」

「じゃ，それでもいい。今かりに，本当

にそのような声というようなものがあった

としよう。それで，どうして君のお父さん

だけに聞こえたんだい？どうしてここにい

る連中にはだれひとりそれが聞こえなかっ

たのだろうか？みんなに聞こえないのに，

どうしてお父さんだけが聞 くことができた

んだい？」

「それはたぶん父の方が君たちよりもそ

の声を必要としたからに違いない。父は毎

年南へ行 くコースを見つけなければならな

かった。ここの連中はだれも遠 くへ出かけ

たことがない じゃないか。ところで君もそ

の声を聞かないといけないよ。」

「まあ，お父さんなしでめくら同然に飛

んで行けばいいさ。もしぼ くだ ったら，そ

んな自分のまわりしか見えずに飛ぶ旅に出

発する前はもっとよく考えるぜ。旅はまわ

りの景色を見比べなが らするもので，声と

いうようなぼんや りしたものをあてにしち

ゃいけないよ」と友だちは言いました。

「ご忠告ありがとう。」若い雁は自信なさ

そうに答えました。彼はそのことについて

２度考えました。ところが ２度目にそれを

考えていたとき，彼は何かを聞きました。

かすかでしたが，はっきりと聞き分けるこ

とができました。そのとたん，希望が胸に

満ち，雁は飛びたちました。地面を離れた

とき彼はほっとしました。

最初はあまりよく聞くことはできません

でした。 しかし次第によく聞こえるように

なり，ついに厚い雲 も全 く気にならないま

でになりました。

その声を聞いたとき，父がなぜあのよう

な不十分な説明しか残さなかったのかわか

りました。彼が経験したものは単なる「声」

とか 「感覚」というものではありませんで

した。それは 「声」や 「感覚」が与える以

上の確信をもたらすものでした。彼がその

ことについて言えることは，確かにそれは

賜物であり，善いものであり，目的を持 っ

て与えられるものだということです。

次の春，彼が戻 ってみると，彼の友だち

はクリスマスのときにどこへ ともなく消え

て しまったそうです。その年以来，若い雁

はまっす ぐ飛ぶ ことをよく研究 して，つい

にはお父 さん雁のよう．に，本当にまっす ぐ

飛べるようになりました。

教訓 ：遠 くまで見えなければ耳をすまし

てみなさい。

３２９
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ハ ー バ ー ト ・ Ｆ ・ ミ ュ レ イ

上，ベル フ ァス トのスプ リソグフ ィー

ル ド街における暴徒

下，路上で争 う若者

左，英 国軍 隊に規制され て行進するデ

モ隊

高遽 な教理 を掲 げなが らも敵対す る

ふたつの宗派， しか も共 にク リスチ ャ

ンである宗派 が，何百年 に もわたって

この地 で対立 してきた。 この戦場 にお

．ける主 の御 業は， どうな っているのだ

ろ うか。北 アイル ラン ドの怒 り狂 う敵

意 と苦悩 の中か ら，一体 どれだけ霊的

な成長 が期待 で き る とい うの だ ろ う

か。

アイル ラン ド伝道部長 の クライ ド・

Ｊ ・サマーヘイズは最近， アルスター

でお きた暴 動 と， それが当地 の末 日聖

徒 に どのよ うな影響 を与 えてるか を次

のよ うに報 告 している。

「伝道 の成果 は
，一体紛争が あった

のか と首をか しげさせ るほどの調子で

前 進 し続 けている。長老 たちは，紛争

地 区で危険 を感 じる と， そ こを立 ち去

って身 の安全 を守 っている。彼 らは強

くて 勇気 ある素晴 らしい主 の代表者で

ある。」

多 くの人 々は，宣教師 が家 を訪れて

い る と安心感 を抱 くよ うだ と， サマー

ヘイズ伝道部長 は述べ ている。 モルモ

ンの宣教師 が家 にいたために，数軒 の

家 庭が放火 を免 れた とい う報告が入 っ

た。

交通 の便宜 がベルフ ァス トの深刻 な

問題 とな っている。 パスの運行 はまち

まちで，乗 り物 はハイジ ャックの格好

の場 であ り，交通機 関全体 が しば しば

全面 的にス トップする ことがある。

多数 の会 員は， 勇敢 に もバ リケー ド

をす り抜 け，街 を徒歩 で通 り抜 けて集

会に参加する。その結果，市街 の危険 に

もかかわ らず教 会の集 会参加者数 は依

然 と して上 昇 し続けている。銃声 や爆

弾の炸裂音が あま り激 しいために，集

会を一部 とりやめ にす ることを考慮 し

た ことも幾度かあ ったが，その ことの

ため に断食 と祈 りを した結果 ，主 は危

険をかえ りみず に御業を前進 させ るこ

Ｌ ．
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とを望 まれている どの結論 に達 した。

バプテスマの儀式 さえ も，毎週 ３ヵ所

の教会 で とぎれる ことな く行 なわれて

いる し， それ以外 の場所で も必要 に応

じて行 なわれているのである。

「私 たちは
， アイル ラン ドの聖徒 た

ちの忠誠 と信仰 のおか げで，非常 に心

暖ま る霊 的な集会 を開 くことがで きて

い る。」 サマーヘ イズ部長 は こう報告

している。

「アイル ラン ドは世界で最 も美 しい

所である」 とも彼 はつけ加 えた。 「見

るに美 し く，住む に美 しい所で ある。

あ りのままの姿 を見 る者 にはだれ に も

喜 び と幸 せを もた らして くれる。」

「しか し暴動が続 ぐにつれ，一部 の

人 々は失望 してアイル ラン ドが 自分 た

ちや子供 たちに多 くの機会 を与 えて く

れ るか どうか疑 問を抱 き始 めて いる。

あ る者 は アイル ラン ドを去 り，故郷 の

美 と偉観 と友情 を捨 てて，代 りに これ

らの ものをはるか遠 くカナダ， ニ ュー

ジー ラン ド， オース トラリア，合衆 国

あ るいは どこか他 の所 で見 つけよ うと

した。 に もかかわ らず，すで に多 くの

人 々が帰 国 してい る。早晩 もっ と多 く

の人 々が戻 って くるであろ う。」

第一副伝道部長 ダーモ ッ ト・シェ・ｆ

ルズは，宣教師が成功 を収 めて いるの

は，大部分信仰箇条， 中で も第 １１条 と

第 １２条 の原則 に従 ったためで ある とし

てい る。 すなわち， １１条 「われ らは，

自らの良心 に従 い，全能 なる神 を礼拝

す る特権 あ りと主張す。 また， われ ら

は，すべての人 々に この特権 を許 し，

何所な りとも，如何様 な りとも， また

は何 な りともこれを礼拝す る ことを妨

げず 。」 そ して次 の１２条で ある。「われ

らは，王 ，大統領 ，統 治者，長官 に従

うべ きを信 じ，また法律を守 り，敬 い，

支 うべ きを信 ず。」

シェイルズ兄弟は こう言 っている。





モ ワレモ ン

ユ ーＰモ ア

グ リン ビ ー ン （新 任 ） の Ｗ 長 老 、 習

い た て の 日本 語 を使 うチ ャ ン ス を 虎 視

た ん た ん と ね ら っ て お りま し た。 そ し

て 初 め て の 戸別 訪 問 の．日 、 先 輩 の Ｍ 長

老 に せ が ん で ひ と りで コ ン タ ク トす る

こ と に な りま し た。 Ｗ 長 老 、 喜 び い さ

ん で あ る 家 の 玄 関 に 入 り 、 ：黄金 の 質 問

を した ま で は よか っ た の で す が 、 け げ

ん な顔 を し て い ろ い ろ尋 ね る奥 さん に

面 く ら っ て し ま い 、 と っ さ に ロ をつ い

て 出 た の が 、 い や は や 彼 が お ぼ え た 最：

初 の 日本 語 で した 。「ドー ゾ 、 コ ノ シ ョ

ク モ ー ツ ヲ、 シ ュ ー ク フ ー ク シ テ ク ダ

サ ー イ ！」

ある日曜 日 日曜学校の始 まるほ

んの少 し前、 ２分半の話をすることに

なっていたことを思い出 しました。大

急ぎで最新の聖徒の道をわしづかみに

すると集会場へ と走 りました。でも、

私はあま りあわてませんでした。とい

うのは、本の中か らいい話を選んで、

さも自分で準備 したように話す能 力に

は自信があったか らです。本の中か ら

絵がた くさん描 いてあるページを選び

ました。 しばらくして私は、みんなの

前に立っていました。すべての人は感

動的な物語 にす ぐ引き込 まれました。

そして話がクライマ ックスに至ろうと

‘した時
、読んでいた私の目に最後の ３

・．交字が飛び込んで きました。 「つ

づ く」

カ レ ン ・ス ミス

ネバダ州 カリエンテ

ふたりの青年がボー・ム ・ティーチン

グの記録について話 し合うていた。

「僕はいっも月の最初の 日にやるん

だぜ。」ひ とりの青年が自慢 した。

「なんの ！どうってことない さ
。」

他のひとりが言い返 した。「僕は、いつ

も君のやる １日前にやって るよ。」

エ ラ イン ・ハ ル．タス ロ トム

カ リフォルニア州 ラシラーダ
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」

小 さ な妹 が コ ッ プ に ミル ク を 注 い で

い ま し た。 そ し て ふ ち一 ぱ い に な っ て

も注 ぎ続 け て と う と う ミル ク入 れ を 空

に して しま い ま した。 お 母 さん が 何 を

や っ て い る の 、 と尋 ね る と 、 こ う言 い

ま し た。「え え とね 、 は や く入 れ た ら 、

ミル ク を 全 部 コ ッ プ に 入 れ られ る と，田、

っ た の 。」

ジ ュ デ ィ ・ス パ ッ ク マ ン

ユ タ 州 ト レ ン ト ン

あ る家族が家庭の タベを開 きました。

アダム とイブについての レッスンで し

た。お父 さんが男の人のあばら骨から

女の人がつ くられたことを説明 しま し

た。

リフレッシュメン トが出された後、

小 さな男の子の うちのひ とりがおなか

が痛 いと言います。 そ して、家庭の 夕

べの レッスンを考えながら言いました。

「お父 さん
。僕にお嫁 さんがでさるみ

たいだよ６」

カ ー ト ・ ベ ン チ

フロ リダ州 タラバ．シー

デザー トとしてケーキが出さ．れまし

た。順に皿がまわって、最後 にふた り

の宣教師の ところに きた時、残ったの

は大小ひ とつずつで した。先輩宣教師

が大 きい方 を取 り、皿を後輩にわたし

ました。

後輩が問い正 しました。「君はそれが

正 しいことだ と思 うのか い？ 僕 に選

ぶ チ ャンスが あ るな ら小 さい方を選

ぷね。」

先輩が さも当然の ように答えました。

「だろう、選ぶチャンスを君にあげた

の さ。」

リン ・グ リーンウッ ド

ユ タ 州 プ ロ ボ

ステーキ部大会で、 ５歳位の男の子

と母親が前列の方にすわ っていました。

母親は集会の間中、ず っと力つくで子

供を静かにさせよ うとＬていま したが、

ついに立ち上が り、子供をかかえて出

て行きま した。彼女の顔には絶望の色

が見 られま した。男 の子の顔にも同 し

よ うに絶望の感があ りました。彼は次

に何が起きるかを知 っていました。 ち

ょうどふたりが ドアまで近づいた時、

少年は振 り向ききまに叫び まＬた。「助

けて。監督、助けて ！」

ウェンディ ・カーティス

アイダホ州 キ・ンバ リー

３３３
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…いざわれら一教会員と して，一人の民として，また末 日の聖徒

として，義 しきに適 う捧物を主に捧げん。 またいざわれら，主の神

殿の完成せる時，その中に於て，主が完全に受け入れたもう価値あ

る，われ らの死者の記録を載せたる一冊の書を主に呈せん。 （教義

と聖約 １２８：２４）

私 の 証

霊 界 に い る．

人 々 の た め に

児 島 三 枝 子

八王子支部

３年前のこと，私 は結婚 し，伸の良

かったある姉妹は宣教師として九州の

地へ遣わされました。その後私は ２児

に恵まれ，家事と育児に追われて毎日

を過ごしてきました。神権者である夫

を助け，子供を立派に育てること，こ

れが私のなすべき最も大切な務めであ

ることはわかっていました。けれども

伝道に出た姉妹が九州の地で多 くの素

晴 らしい経験や強い証を得ている姿を

思うたびに，私の心に 「私には一体何

ができるのか しら」という思いが湧 く

ので した。そして真剣に主のみこころ

をうかがいました。

そのような私 に，今年に入 って間も

なく系図の責任が与えられました。支

部長より面接を受けたとき，私のなす

べきことがはっきりとわかりました。

「私は霊界にいる人々の救いのために

働こう。」

私はまず自分自身の系図から取 りか

３３４

福 音 の とび らは開 か れ た り

かりました。 ３年前のソル トレーク神

殿訪問の際，１５枚の家族の記録を提出

し，儀式を行なってきただけで，それ

以後全 く手を付けていませんで した。

ところが，再び調べ始めると，次か ら次

へ と実に４０通以上 もの戸籍謄本を取り

寄せることができました。 しかも戸籍

謄本だけか ら，新 しく５０枚の家族の記

録ができあがったのには全 く驚いて し

まいました。 これですでに儀式の終わ

っている人を含め全部で １５０名以上の

私の先祖が救われることになります。

八王子支部の兄弟，姉妹は非常に熱

心に先祖の探求をしています。皆５０枚

以上 （可能な限 り）作成 しようと頑張

っています。ある兄弟は現在３９枚清書

できました。その上， これか ら取り寄

せる謄本が１０枚以上もあります。私自

身の経験 と八王子支部の兄弟，姉妹の

作成状況を見て，戦争で役所が焼失 し

たり，その他よほどの理由のない限り

家族の記録を １人５０枚は作成できると

いう確信を持つことができました。そ

うすると， １人で １００人以上の先祖は

救えるのです。

１千人の兄弟姉妹がそれぞれ５０枚の

家族の記録を作成 したとすると， ５万

枚，１０万人以上の先祖が救われます。

２千人の場合には，１０万枚，２０万人以

上の人々が救えます。この１０－２０万人

の儀式を執 り行なうためには，ハワイ

神殿だけでは間に合いません。 このよ

うに努力すれば，日本に神殿が建て ら

れるようになると思います。ただ，今

の私たちに必要なことは，先祖の名前

を可能な限 り探求することと，この日

本の地に神殿を建てていただきたいと

いう強い望みを抱 くことではないで し

ょうか。

八王子支部では，聖餐会後，直ちに

「救いを待つあなたの先祖のために系

図を提出しましょう」と書いた大きな

紙を黒板にはり，大きなテーブルを用

意 し，いつで も自由に来て書けるよう

にしています。 しか しほとんどの兄弟

姉妹は非常に多忙なので，主に家で手

引きを参考にしなが ら鉛筆で下書きを

してきます。そして日曜日に，下書き

した用紙とその戸籍謄本とをいっしょ

にして，系図検査員に提出 します。検

ぎ
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査員はそれを家に持って帰り，正 しい

仕事ができるように主に祈り，検査を

始めます。謄本を隅か ら隅まで目を通

し，下書きされたものに間違いはない

かどうか，非常に注意深 く調べます。

時には，手渡された謄本か らさらに数

枚の家族の記録ができることがありま

す。その検査の後，メモ用紙に，必要

な説明事項 と次に取 り寄せる謄本の戸

主名 と本籍地を記入 しておきます。次

の日曜 日それを手渡 し，検査を終えた

ものは家で清書 し，さらに新しい謄本

を数通取り寄せていただきます。 この

手順を繰 り返 します。直系と傍系を合

わせて作成 していきます。まず直系を

調べそれか ら傍系を調べると， ２度謄

本を読むことになり，時間がかかりま

す。 しか も直系の先祖 も傍系の先祖 も

同 じように早 く救われたいと願 ってい

るのです。

系図の仕事は子供たちを寝かせてか

ら，夜の静かな時に行ないます。それ

は私の一日の生活の中で最 も霊的な時

であり，霊界にいる人々に心 と思いを

向けることのできる時間です。私は系

図の仕事をしていると，心は楽 しく喜

びで一杯になります。霊界にいる人々

が心か ら喜んでいるのを感 じとること

ができるか らです。 この末 日から福千

年 にかけて続行 される神様の偉大な御

業に微力ながらも従事できることを心

か ら感謝 しています。

霊界にいる者がこの神殿内でなしている仕事を知 っている

という証拠について，ウッド会長はアルバータの神殿で次の

ように述べています。

ふたりの子供を両親に結び固める儀式をしていた最中に，

彼は母親に尋ねるように霊感を受けた。 「姉妹，この表には

貴方の子供がすべて含まれていますか。」 「はい。」彼女は答

えた。彼は再びその式を始めようとした。 しか しもう一度同

じことを尋ねた。彼女はもうほかに子供はないと告げた。彼

は式を続行 しようとしたが，もう一度，尋ねるように迫られ

た。 「姉妹，ひとりのお子さんを書き落 としているのではあ

りませんか。」そこで彼女は言 った。「はい，私は今思い出し

ました。ひとりを落 としていました。その子は生まれてす ぐ

死にました。名前を書き忘れていました。」 その名前が与え

られ，それが最初の子であったので，最初にその名を記入さ

れ，全員が両親に結び固められたのであった。

そこでウッド会長は言った。 「私が子供たちを結び固めよ

うとするたびに，私に 「お母さん，私を忘れないでね』と呼

びかける声が聞こえました。そこで私はどうしても続けるこ

とができませんでした。その訴えはその書きもらしが発見さ

れるまで何回もなされました。」 死んだ私たちの親族は，何

が行なわれつつあるかがわかるのである。彼 らはしば しば私

たちのすぐ近 くにおり，彼 らの心は私たちがな している仕事

に向けられているのである。私たちは彼 らを幸福にすること

ができ，また私たち自身をも幸福にすることができるのであ

る。

（「シオン山の救い手たち」 Ｐ．２５６）

尋 ね よ

さ ら ば 見 出 さ ん

赤 松 成 次 郎

ひばりが丘ワード部

１２人の子供を持つ父親のことを考え

てみましょう。その中のひとりの子供

にその父親が， 「いつ も立派な服を着

て，私 のそばにいなさい」 と言 い，他

の子供 たちに 「ぼろをま とって，私か

ら離 れていなさい」 と言 った ら， どう

で しょうか。 この父親 は，子供 たちに

対 して公平で， やさ しく，愛情深い と

言 えます か。 このことが教義 と聖約３８

：２６，２７に述べ られて います。

私 たちの天父 なる神 は， 「入 々を偏

り見 る者 にあ らざれば」 （教義 と聖約

１：３５）， 子供 たちが 栄光 を受 けて，

いつ も身近 にいて共に住 む ことがで き

るようにと望んでい らっしゃいます６ ，

しか し， この祝福を受けたい と願 う人

は， これを受けるに先立って，定め ら

れた律法と条件を創世の前か ら定めら

れた通 りに守 らなければなりません。

（教義と聖約 １３２：５参照）それは，

信仰箇条第 ２条に挙げられているよう

に 「福音のおきてと儀式」です。つま

り，天父のみもとで共に住むためには

人はみな定められた儀式を受ける必要

があります。バプテスマとエンダウメ

ン ト，結び固めの儀式等がそれです。

もちろん， この儀式を執 り行なう正

しい権能のない時代に生きていた人々

が何十億 といます。また，現在地上に

３３５

」



生 きていても，福音が宣べ伝えられて

それを受け入れる前に，次の世界に行

く人 もいます。 この人々はこの世で肉

身を持 っている間に，必要な儀式を受

けることはできません。 しかも，バプ

テスマ等の儀式はこの世に関わるもの

で， この血肉の体を持つ者によって執

行されるというのが定めです。死者の

霊は， この世の要素である水の中でバ

プテスマを受けることはできないので

す。

そこで，生者によって死者のための

身代 りの儀式が行なわれます。しかも，

生者の場合と同 じように，死者 も他の

死者とはっきり区別ができ，その個人

が証明できなければなりません。

その区別と証明⑱ために必要な作業

が系図の探求です。私たちは先祖の名

前を調べて，ひとりびとりが救われる

ように助けるのです。先祖の救いの儀

式の備えをするのは，私たちの特権で

あり義務なのです。

かつてアブラハムは，その忠実な先

祖の頭上にいかに大きな祝福が宣言さ

れていたかを認める 次のように語っ

ています。

「われは先祖の祝福と，こめ祝福を

他に施す職に按手聖任されんことを乞

い求めたり。」（アブラハム １：２）

アブラハムはその生涯を通 じて，神

に忠実であり，義の原則を守り，それ

ゆえに末代に至るまで祝福を受けると

いう約束を得たので した。彼を通 して

すべての民は祝福されることになりま

した。そのような栄ある祝福は昔と同

様に今日で も受けることができます。

同 じ律法に従うことによって，常に同

じ祝福が得 られるのです。 しかも， ア

ブラハムが神に願い求めた機会が私た

ちに今日与えられています。 この機会

は絶好の機会です。

その上，系図を調べ ることによって

「あなたの父 と母を敬え」 （出エジプ

ト２０：１２） という神の大切な戒めを守

ることにもなります。つまり，子供が

その両親に結び固められて，代々アダ

ムに至 るまでの連鎖がで き，系統が完

全 に保 たれ るのです。

系図探求 に伴 うもうひ とつの興味あ

る祝福が あ ります。 それは，直系のみ

で な く，傍系 と してつなが る人 々に対

して も親密 な気持を抱 くよ うにな ると

い うことです。 ちなみに，初期 の教会

指導者か ら数名の人々を選 び， その血

のつなが りによ る関係を示 してみま し

ょう。下図は，予言者 ジ ョセブ ・ス ミ

ス とオ リヴァ ・カウ ドリ， ブ リガム ・

ヤング （第 ２代大管長）， ウ ィル フォ

ー ド・ウッ ドラフ （第 ３代大管長）
，

ヒーバ ー ・Ｃ ・キ ンボール （ヤング大

管長の副管長） の関係 です。 その他，

十二使徒 のパー レー ・Ｐ ・プラ ッ ト，

オルソ ン ・プ ラッ ト長老 も近 い関係 に

あ ることが，系図 の探求でわか りま し

た。

さて， あなたとステーキ部 長，地 方

部長 との関係 はどうで しょうか ／

Ｌ
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教会員にとって，系図探求の目的は，私たちの先祖が誰で

あるか，その相互関係，各自の家族などを知 って先祖が天父

の日の光栄の王国に昇栄できるように，先祖の身分を充分に

証明し，主の神殿内で代理の儀式を執行す ることで あ り ま

す。系図の記録を手に入れることは，探求の最終目的ではな

く，聖なる目的達成の手だてとなるものであります。

すなわち，記入された一枚の系図そのものは，主が神聖に

串３６

記録された死者の記録 と言われている記録ではなくて，神殿

の中で執行された儀式の記録が死者の真の記録となるのであ

ります。そこで私たちは作成する記録をできるだけ正確にし

て神殿の儀式を正 しい価値あるものとすることがいかに大切

であるかを知 ることができるのです。もしも儀式が正 しくな

いなら主はその儀式に承認の印を右かれるはずは あ り ませ

ん９



メルビン ・Ｊ・バラー ド長老は彼の経験を次のように思い

出しています。私たちはいかにローガン神殿の完成を待ち望

んでいたことであろうか。－献堂式はもう目前に迫 っていた。

父は神殿の着工の頃から手伝い，私は石切場から岩石を運ん

で来る父に，食事を持って行 ったものである。私たちはその

大いなる竣工の日をただ待 ち望んでいた。私はその間にも父

が親族のすべての資料を集めようとあらゆる努力を していた

のを覚えている。父は主が道を開いて下 さり，死者に関する

資料を得 られるように朝夕祈 り続けた。

献堂式の前 日，最初の儀式に出席するワー ド部の人たちに

推薦状を書いていたとき，ふた りの年配の紳士がローガンの

市街を歩いて来て，そのひとりが私の妹に近寄り，手に新聞

を渡 して言 った。

「これをお父さんのところへ持って行きなさい。だれもほ

かの人にあげてはいけない。急いで持って行きなさい。なく

してはいけない。」

妹はそれに応じ，母がその新聞を見せてごらんと言 っても

「私はこれをお父さんに見せなければなりません。そのほか

だれにも見せられません」と言った。

妹は父親に一部始終を話 した。旅行者を捜 したが無駄であ

った。だれも彼 らを見た者はいなかった。そこで私たちは新

聞に向かった。それは 「ニューパ リ・ウィークリー ・ニュー

ス」で，私の父の英国の故郷で１８８４年 ５月１５日に印刷され，

１８８４年 ５月１８日に，すなわち印刷されてから３日目に私たち

の手に達 したのであった。私たちは驚いた。なぜならどのよ

うな手段を講 じてもそのように早 く手もとに届 くことはあり

得なかったからである。

私たちはそれを調べる好奇心にかられた。見ると１頁に，

休暇を利用して旧い墓地を訪ねた一記者の報告が載せ られて

いる。その記者は，墓石の上に珍 らしい刻名を発見 し，写 し

取ったのであった。記事は姓名や出生，死亡年月日などをも

加え，ほとんど全頁を費や して書かれていた。それはバラー

ド家が代々埋められていた旧い墓地で，多 くの私の父の直系

親族やその他近親の友人の資料がすべて挙げられていたので

ある。

このことが ローガン神殿のメリル神殿長に告げられたとき

彼は言 った。 「あなたはこの仕事をなすことを許 される。な

ぜならそれを主の使者を通じて受け取ったからである」 と。

（「シオン山の救い手たち」 Ｐ．２６１）

この世で生を受けるすべての人々が

今私たちにもたらされているこの真理

の中に住まう権利を持 っています。

しか し，もうすでに霊界にいる人々

は，彼 らが望んだだけでは幸福を得る

ことができません。私たちが調べた系

図により，ひとりびとり名前を呼ばれ

死者のためのバプテスマを身代 りによ

って受けてもらった人のみがそれを味

わえるのです。だれでもが願う幸福，

それを彼 らはみな強 く欲 しています。

彼 らにはそれを求める権利があるので

す。私たちが系図の探求を怠ることに

よって，幸福を得る権利を奪うことの

ないよう，十分注意 しなければなりま

せん。霊界にいる私たちの先祖に，こ

の道に入 る扉 を開 くことが できるのは

あなただけなのです。

「地が打たれ世界 が予言 の如 くやき

つ くされない中に，聖徒 らが 自分 らの

死者の救いにあ るいは生存 している親

族を集めて救 うために働 く時間は余 り

残 ってはいない。」（「予言者 ジ ョセフ・

ス ミスの教え」〔英文〕 Ｐ．３３０）

系図を調べるためには戸籍謄本を取 り寄せたり，その他資

料をそろえなければなりません。さらに所定の家族の記録用

紙に記入するとき，多くの不明な点が生 じて くることで しょ

う。系図協会では日本 における系図記入を助けるために，日

本語版の 「系図記録提出の手引き」を出版 しております。み

なさまのアドバイザーとして大きな働 きを なす ことで し ょ

う。

お求 め は

１ 東 京 デ
ィス トリビ ュー シ ョン ・セ ンタ ーへ

￥ １ ０ ０．一

‘ 一
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